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賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
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例
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具
体
的
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利
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比
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裁
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例
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具
体
的
な
利
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比
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量
に
関
す
る
裁
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例
を
整
理
・
考
察
す
る
作
業
に
入
る
こ
と
に
す
る
。



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
七
）

314

　

こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
、
第
二
に
、
代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
、
第
三
に
、

経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
、
お
よ
び
、
第
四
に
、
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
、
と
い
う
四
つ
の
類
型
に
分
け
て
、

関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

⑴　

生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　

第
一
に
、
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
取
り
上
げ
る
が
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ

れ
た
事
案
と
否
定
さ
れ
た
事
案
に
分
け
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　

①
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　

一　

ま
ず
、
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
す
る

こ
と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
二
月
四
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。
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【
54
】
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
二
月
四
日
判
決）

367
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
六
八
年
九
月
に
、
一
九
六
九
年
四
月
一
日
付
で
、
長
年
に
わ
た
る
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知

し
た
。
被
告
ら
は
、
一
九
六
九
年
一
月
二
九
日
に
、
そ
の
理
由
を
申
し
立
て
て
、
原
告
に
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
は
、
一
九
六
九
年
四
月
一
七
日
に
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
原
告
は
、
状
況
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の

理
由
に
相
応
な
配
慮
を
す
る
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
誠
実
義
務
に
違
反
し
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
に
よ
っ
て
・
・
・
・
是
認
さ
れ
た
法
的
見
解
に
反
し
て
、
特
に
、
被
告
・
一
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
病
気
が
、
わ
ず
か
な
年
金
収
入
と

結
び
つ
い
て
、
そ
の
こ
と
に
も
と
づ
く
転
居
の
困
難
さ
に
配
慮
す
る
こ
と
の
な
い
原
告
の
本
件
明
渡
請
求
を
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛

酷
さ
で
あ
る
と
思
わ
せ
た
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」）

368
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
（
賃
借
人
）・
一
の
継
続
的
な
病
気
が
、
わ
ず
か
な
年

金
収
入
と
あ
い
ま
っ
て
、
転
居
す
る
こ
と
を
き
わ
め
て
困
難
に
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で

あ
る
。
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「
被
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、
反
論
の
余
地
な
く
、
心
筋
疾
患

4

4

4

4

、4・

な
ら
び
に

4

4

4

4

、4・

腰
と
膝
の
関
節
症
の
た
め
の
重
大
な
歩
行
困
難
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に
六
三
歳
で

4

4

4

4

4

4

4

廃
疾
年
金
を
支
給
さ
れ
て
お
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
妻
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

月
あ
た
り
お
よ
そ
五
七
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
年
金
収
入
に
よ
っ
て
自
己
の
生
計
費
を
賄
わ
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

必
然
的
に

4

4

4

4

、
結
果
と
し
て
、
被
告
ら
が
、
彼
ら
の
状
況
に
関
し
て
も
、
請
求
さ
れ
る
賃
料
に
関
し
て

も
、
被
告
ら
に
と
っ
て
要
求
で
き
る
と
こ
ろ
の
代
替
住
居
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
転
居
の
高
め
ら
れ
た
困
難
さ
が
克
服
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
と
も
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
自
体
終
了
さ
せ
ら
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
の
延
長
に
よ
っ
て
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
裁
判
所

の
そ
う
い
う
趣
旨
の
決
定
を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
転
居
の
高
め
ら
れ
た
困
難
さ
を
顧
慮
す
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
社
会
的
条
項
の
目

的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
被
告
・
一
の
病
気
に
お
い
て
は
、
継
続
的
な
病
気
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
理
由
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借

関
係
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
継
続
に
よ
っ
て
被
告
ら
が
助
力
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
被
告
ら
の
側
に
お
け
る
苛
酷
さ
に

つ
い
て
の
理
由
は
拒
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
区
裁
判
所
の
法
的
見
解
に
し
た
が
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
苛
酷
さ
に
つ
い

て
の
理
由
が
、
単
に
一
時
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、
継
続
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関

係
の
継
続
が
ど
の
よ
う
な
期
間
の
間
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
だ
け
重
要
で
あ
る
」）

369
（

。

　

第
二
に
、
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
七
四
年
二
月
一
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
55
】
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
七
四
年
二
月
一
九
日
判
決）

370
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈
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原
告
は
、
被
告
・
一
お
よ
び
被
告
・
二
に
対
し
て
、
原
告
の
本
件
建
物
の
四
階
に
所
在
す
る
そ
れ
ぞ
れ
別
の
住
居
を
賃
貸
し
て
い
た
。
被
告
・
一

の
住
居
（
二
つ
の
部
屋
、
台
所
、
玄
関
ホ
ー
ル
、
浴
室
、
お
よ
び
、
地
下
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
）
は
、
月
あ
た
り
三
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃

料
で
、
被
告
・
二
の
住
居
は
、
月
あ
た
り
一
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
で
賃
貸
さ
れ
て
い
た
。

　

原
告
は
、
そ
の
夫
と
二
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
、
別
の
一
家
族
用
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
一
家
族
用
住
宅
は
、
二
つ
の
主
要
部
分
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
翼
部
に
お
い
て
、
原
告
の
夫
は
、
内
科
医
と
し
て
の
診
療
を
行
っ
て
い
た
が
、
お
よ
そ
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
ほ
か

の
翼
部
に
は
、
お
よ
そ
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
有
効
面
積
を
も
っ
た
居
住
部
分
が
あ
っ
た
。
原
告
は
、
少
し
前
か
ら
、
個
人
的
な
理
由
に
も
と
づ

い
て
、
そ
の
夫
と
別
れ
て
、
空
間
的
に
分
離
さ
れ
て
、
夫
婦
の
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
。
な
お
、
原
告
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
提
起
し

た
あ
と
で
、
ほ
か
の
住
居
に
転
居
し
た
。

　

原
告
は
、
一
九
七
三
年
二
月
二
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
ら
に
対
し
て
、
一
九
七
三
年
八
月
三
一
日
付
で
、
原
告
が
被
告
ら
の
両
方
の
住

居
を
必
要
と
す
る
と
い
う
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を

述
べ
、
原
告
の
「
自
己
必
要
」
を
否
認
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
被
告
ら
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
こ
と
を

引
き
合
い
に
出
し
た
。
原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
、
原
告
の
母
親
の
建
物
に
所
在
す
る
ほ
か
の
住
居
等
を
提
供
し
た
。

　

原
告
は
、
被
告
ら
の
両
方
の
住
居
を
ひ
と
つ
の
住
居
に
ま
と
め
、
そ
こ
に
原
告
の
子
供
ら
と
と
も
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
本
件
使
用
賃
貸

借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
「
正
当
な
利
益
」
を
有
す
る
、
と
主
張
し
た
。
原
告
の
夫
の
将
来
の
妻
が
訪
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
し
、
原
告

の
夫
は
、
そ
の
間
に
、
彼
の
将
来
の
婚
姻
に
対
す
る
準
備
を
し
た
。
原
告
の
夫
と
そ
の
将
来
の
妻
と
の
間
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い

う
点
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
原
告
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
別
居
に
つ
い
て
、
原
告
の
夫
と
合
意
し
た
。
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﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
、
無
効
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
・
・
・
・
正
当
な
利
益
は
証
明
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

・
・
・
・
も
っ
ぱ
ら
夫
婦
間
の
緊
張
状
態
と
軋
轢
だ
け
で
、
な
お
、
夫
婦
の
住
居
の
ほ
か
に
、
ま
た
別
の
住
居
に
つ
い
て
、
一
方
の
配
偶
者
の
必

要
を
理
由
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。・
・
・
・

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

し
か
し
、
た
と
え
、
原
告
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
事
情
の
も
と
で
・
・
・
・
正
当
な
利
益
が
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
是
認

し
た
と
し
て
も
、
本
件
訴
え
は
、
そ
の
場
合
に
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」）

371
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
（
賃
借
人
）・
一
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た

の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
本
件
住
居
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
・
一
の
利
益
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た

が
っ
た
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
を
凌
駕
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
予
定
さ
れ
た
時
点
よ
り
以
前
の
終
了
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
で
あ
っ
た
。
被
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、
七
〇
歳
で
あ
っ
た
し
、
病
気
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

。
被
告
・
一
は
、
明
渡
し
は

4

4

4

4

、4・

被4

告4

・4・

一
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

、
そ
の
結
果
と
し
て
、
必
然
的
に

4

4

4

4

、4・

重
大
な
健
康
上
の
損
害
の
危
険
を
と
も
な
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
を
申
し
立
て
た
。
原
告
が
、
そ
の
よ
う
な

4

4

4

4

4

事
例
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
う
え
さ
ら
に
死
が
差
し
迫
っ
て
い
な
い
と
し
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

重
大
な
精
神
的
損
害
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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差
し
迫
っ
て
い
る
と
き
に
の
み
存
在
す
る
と
考
え
た
と
す
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
保
護
の
考
え
が
誤
解
さ
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）
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（

。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
病
気
で
あ
っ
た
し
、
明
渡
し
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
必
然
的
に
、
重
大
な
健

康
上
の
損
害
の
危
険
を
と
も
な
う
こ
と
、
②
そ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に

死
が
差
し
迫
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
重
大
な
精
神
的
損
害
が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
き
に
の
み
存
在
す
る
と
考
え
た
と
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六

ａ
条
の
保
護
の
考
え
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
四
月
五
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
56
】
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
四
月
五
日
判
決）

373
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
は
、
強
制
競
売
の
方
法
に
お
い
て
、
一
九
八
八
年
九
月
六
日
付
の
区
裁
判
所
の
買
受
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居
の
所
有
者
に
な
っ
た
。

被
告
ら
夫
婦
は
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
日
以
来
、
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
、
そ
の
二
三
歳
の
息
子
に
住
居
を
得
さ
せ
る
た
め
に
、
本
件
住
居
を
買
い
受
け
た
。
原
告
の
息
子
は
、
出
生
以
来
、
両
親
の
も
と
で
生
活

し
、
両
親
の
住
居
に
お
い
て
、
八
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
部
屋
に
居
住
し
て
い
た
。
社
会
的
住
居
の
割
当
に
つ
い
て
の
原
告
の
息
子
の
努
力 

は
、
成
果
の
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
由
な
住
居
市
場
に
お
い
て
も
、
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
、
原
告
の
息
子
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

原
告
の
息
子
は
、
現
在
、
兵
役
代
替
社
会
奉
仕
勤
務
を
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
の
終
了
後
に
、
大
学
で
建
築
の
勉
学
を
は
じ
め
る
こ
と
を
意
図
し
て
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い
た
。
建
築
の
勉
学
は
、
場
所
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
家
で
の
モ
デ
ル
建
造
物
お
よ
び
設
計
図
の
作
成
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
原
告
の
息

子
は
、
本
件
住
居
に
入
居
す
る
願
望
を
も
っ
て
い
た
。
原
告
は
、
一
九
八
八
年
九
月
七
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、

被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、そ
の
息
子
が
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
狭
め
ら
れ
た
居
住
関
係
が
、「
自
己
必
要
」

を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
を
正
当
化
す
る
、
と
考
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
七
五
歳
の
被
告
・
二
（
被
告
・
一
の
夫
）
は
、
一
九
八
八
年
一
二
月
一
四
日
付
の
生
活
保
障
庁
の
変
更
決
定
通
知
に
よ
っ
て
、

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
そ
の
前
に
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
重
度
身
体
障
害
で
あ
る
、
と
証
明
さ
れ
た
。
当
該
決
定
通
知
は
、
そ
の
障
害
と
し
て
、
特
に
、

心
臓
の
機
能
の
低
下
を
と
も
な
う
冠
状
血
管
の
心
臓
病
の
存
在
を
も
確
認
し
た
。
ま
た
、
被
告
・
一
は
、
七
八
歳
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
住
居
の

交
替
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
、
と
考
え
た
。
被
告
ら
は
、
転
居

す
る
こ
と
は
、
被
告
・
二
の
生
命
に
と
っ
て
、
そ
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
差
し
迫
っ
た
脅
威
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
ま
た
、

被
告
・
一
も
、
重
大
な
心
臓
の
病
気
で
あ
る
。
被
告
・
一
は
、
心
臓
衰
弱
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
著
し
い
神
経
の
疲
弊
状
態
に
苦
し
ん
で
い
た
。

転
居
す
る
こ
と
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
も
、
生
命
に
差
し
迫
っ
た
状
態
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
被
告
ら
は
、
要
求
で
き
る
や
り
方
に

お
い
て
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
力
し
た
、
と
申
し
立
て
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
一
文
、
二
項
一
文
、
三
項
二
文
に
し
た
が
っ
て
、

期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
被
告
・
二
に
と
っ

て
、
原
告
の
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
、
そ
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
、
存
在
し
な
く
な
る
の
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か
ど
う
か
、
お
よ
び
、
い
つ
存
在
し
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
が
不
確
か
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」）

374
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
被
告
ら
は
、
原
告
に
よ
っ
て
そ
の
自
己
必
要
を
裏
づ
け
る
た
め
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
実
を
・
・
・
・
一
九
八
九
年
四
月
五
日
の
口
頭
弁
論
に

お
い
て
、
争
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
自
己
必
要
の
存
在
に
対
す
る
法
的
な
結
論
を
も
正
当
化
す
る
。
原
告
が
利
用
権
限
の
あ
る
者
と
し

て
の
原
告
の
息
子
の
た
め
に
本
件
住
居
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
が
存
在
し
た
。

原
告
の
息
子
は
、
両
親
の
住
居
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
狭
め
ら
れ
た
空
間
的
関
係
に
お
い
て
居
住
し
、
近
い
う
ち
に
、
高
め
ら
れ
た
空
間
の
必
要
と

同
時
に
現
れ
る
と
こ
ろ
の
勉
学
を
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。
自
分
自
身
の
世
帯
を
構
え
る
と
い
う
二
三
歳
の
願
望
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
背

景
の
前
で
、
理
解
で
き
る
も
の
と
呼
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
原
告
の
息
子
が
無
償
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の

本
件
住
居
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
も
ま
た
、
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
」）

375
（

。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
転
居
す
る
こ
と
は
被

告
・
二
の
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
と
な
る
点
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次

の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
そ
の
際
、
被
告
ら
の
高
齢
・
・
・
・
な
ら
び
に
、
本
件
住
居
お
よ
び
居
住
地
域
に
お
け
る
対
応
し
た
定
着
を
と
も
な
う
三
九
年
と
い
う
長
い
使

用
賃
貸
借
期
間
に
、
そ
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
原
告
の
自
己
必
要
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
重
要
さ
が
帰
属
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
の
か

と
い
う
点
は
、
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。
ま
た
、
相
当
な
代
替
住
居
が
、
被
告
ら
の
た
め
に
調
達
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
お
よ
び
、
い
つ
調
達
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で
き
る
の
か
と
い
う
点
も
、
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
転
居
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

見
通
す
こ
と
の
で
き
る
期
間
の
間

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

二
の
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

専
門
的
知
識
を
も
っ
た
証
人
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

二
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

生
命
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

と4

証
言
し
た

4

4

4

4

。
証
人
は
、
そ
れ
と
と
も
に
、
被
告
ら
の
対
応
し
た
主
張
を
証
明
し
た
。
被
告
ら
の
主
治
医
と
し
て
の
証
人
の
地
位
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、

当
裁
判
所
に
は
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
被
告
・
二
の
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
状
態
か
ら
、
信
頼
す
る
に
足
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
。

　

証
人
は
、当
裁
判
所
に
お
い
て
、同
じ
く
、被
告
・
二
の
状
態
を
叙
述
し
た
。
当
裁
判
所
は
、こ
の
点
で
は
、い
ず
れ
に
せ
よ
、本
質
的
な
点
に
お
い
て
、

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
程
度
に
お
け
る
重
度
の
障
害
を
認
定
し
た
こ
と
に
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の
、
一
九
八
八
年
一
二
月
一
四
日
付
の
生
活
保
障
庁
の

変
更
決
定
通
知
に
お
い
て
叙
述
さ
れ
た
被
告
・
二
の
障
害
に
も
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
証
人
の
証
言
、
お
よ
び
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
決
定

通
知
か
ら
、
本
質
的
に
、
次
の
よ
う
な
被
告
・
二
の
状
態
に
つ
い
て
の
表
象
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
首
の
血
管
、
冠
状
血
管
、

お
よ
び
、
脚
の
血
管
に
お
け
る
血
管
硬
化
症
、
脚
の
領
域
に
お
け
る
血
管
硬
化
症
に
よ
る
運
動
能
力
の
制
限
、
一
般
的
な
高
血
圧
症
、
腎
不
全
、
心

臓
と
肺
の
血
液
循
環
の
負
担
を
と
も
な
う
慢
性
の
気
管
支
炎
、
内
耳
の
難
聴
、
上
腿
部
の
骨
折
の
た
め
に
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
け
右
足
が
縮

ん
で
い
る
こ
と
、
狭
心
症
の
苦
痛
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
パ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
全
部
の
組
織
体
の
激
し
い
負
担
、
急
性
の
卒
中
発
作
と
梗
塞
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
こ
と
・
・
・
・
で
あ
る
。

　

被
告
・
二
の
こ
の
よ
う
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
当
裁
判
所
に
は
、
生
命
に
か
か
わ
る
脅
威
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

二
が

4

4

、4・

転
居
に
対
す
る
心
構
え
を
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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時
間
を
も
ち

4

4

4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

転
居
を
自
分
自
身
で
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
き
に
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

完
全
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
証
人
の
証
言
も

ま
た
、
信
頼
す
る
に
足
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
前
で
、
原
告
は
、
自
己
必
要
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告

4

4

・4・

二
の

4

4

健
康

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

そ
の
う
え
さ
ら
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

生
命
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
そ
の
息
子
に
自
由
に
使
わ
せ
る
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
本
件
住
居
を
獲
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
よ
り
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
重
み
が
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
の
変
化
、
特
に
、
被
告
・
二
の
状
態
の
改
善
は
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
定
の
期
間
の
間
だ
け
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
も
ま
た
、
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

376
（

。

　

第
四
に
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
六
月
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
57
】
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
六
月
九
日
判
決）

377
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
・
一
は
、
多
数
の
賃
貸
人
の
う
ち
の
ひ
と
り
と
し
て
、
本
件
建
物
に
所
在
す
る
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
本
件
住
居
を
被
告
に
賃
貸
し
て
い
た
。

　

原
告
・
一
は
、
本
件
建
物
の
一
階
に
所
在
す
る
一
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
が
、
高
齢
お
よ
び
重
大
な
病
気
に
か
ん
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が
み
て
、
こ
れ
ま
で
彼
女
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
を
放
棄
し
、
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
も

っ
て
相
当
に
よ
り
狭
く
、
独
り
身
と
し
て
の
原
告
・
一
に
と
っ
て
よ
り
適
切
で
あ
る
と
こ
ろ
の
被
告
の
本
件
住
居
に
居
住
し
た
い
、
と
考
え
た
。
そ

こ
で
、
原
告
ら
は
、
原
告
・
一
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告

も
ま
た
、
高
齢
お
よ
び
重
大
な
病
気
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
原
告
ら
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請

求
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
ら
は
、
被
告
に
対
し
て
・
・
・
・
被
告
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
二
つ

の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し

た
が
っ
て
、
当
事
者
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
た
」）

378
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
・
一
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
確
か
に
、
一
九
八
七
年
九
月
二
九
日
付
の
原
告
ら
の
書
面
に
含
ま
れ
た
通
常
の
本
件
解
約
告
知
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
一
項
、
二
項
二
号
に

し
た
が
っ
て
有
効
で
あ
っ
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

原
告
・
一
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
も
有
し
た
。
と
い
う
の

は
、
原
告
・
一
は
、
こ
れ
ま
で
被
告
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
本
件
住
居
を
自
分
自
身
の
た
め
に
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
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項
二
号
）。
本
件
の
よ
う
に
、
多
数
の
賃
貸
人
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
主
張
さ
れ
た
自
己
必
要
が
多
数
の
賃
貸
人
の
う
ち
の
ひ
と
り
の
た
め
に
存

在
す
る
な
ら
ば
十
分
で
あ
る
。

　

原
告
・
一
は
、
被
告
の
本
件
住
居
の
利
用
の
た
め
に
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
を
有
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
自
己
必
要
の

理
由
づ
け
の
た
め
に
十
分
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
に
生
ま
れ
た
原
告
・
一
は
、
一
九
八
三
年
か
ら
、
生
計
能
力
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
た
。

原
告
・
一
は
、
こ
れ
ま
で
、
次
の
病
気
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
一
年
八
月
に
水
疱
状
の
腫
瘍
の
摘
出
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
に
卒
中
発
作
、

一
九
八
三
年
五
月
に
バ
イ
パ
ス
手
術
、
一
九
八
五
年
に
甲
状
腺
の
手
術
、
心
筋
衰
弱
、
糖
尿
病
、
歩
行
障
害
で
あ
っ
た
。
生
活
保
障
庁
の
確
定
に
し

た
が
っ
て
、
原
告
・
一
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
行
動
の
自
由
に
お
い
て
相
当
に
損
な
わ
れ
て
い
た
し
、
毎
日
の
生
活
の
経
過
の
な
か
で
規
則
的
に

繰
り
返
さ
れ
る
日
常
の
勤
め
の
た
め
に
他
人
の
援
助
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
原
告
・
一
は
、
存
在
す
る
病
気
の
た
め
に
、
公
的
な
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
に
つ
い
て
常
に
妨
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

原
告
・
一
の
高
齢
お
よ
び
こ
れ
ま
で
の
重
大
な
病
気
に
か
ん
が
み
て
、
原
告
・
一
が
こ
れ
ま
で
彼
女
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
三
二
平

方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
を
放
棄
し
、
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
も
っ
て
相
当
に
よ
り
狭
く
、
独
り
身
と
し
て
の
原
告
・
一
に
と
っ
て
よ
り

適
切
で
あ
る
と
こ
ろ
の
被
告
の
本
件
住
居
を
利
用
し
た
い
場
合
に
、
そ
の
こ
と
は
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の

で
あ
る
」）

379
（

。

　

し
か
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、「
し
か
し
な
が
ら
、

被
告
は
、
当
事
者
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
原
告
ら
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
た
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
）。
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本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
の
利
益
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終

了
に
つ
い
て
の
原
告
・
一
の
利
益
よ
り
も
、
は
る
か
に
よ
り
重
み
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」）

380
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
一
九
〇
九
年
に
生
ま
れ
た
被
告
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告

4

4

・4・

一
と
同
じ
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

彼
女
の
生
計
能
力
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

被
告
も
ま
た

4

4

4

4

4

、4・

彼
女
の
健
康
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

重
大
に
損
な
わ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
は
、
実
際
に
、
耳
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
被
告
は
、
一
般
的
な
動
脈
硬

化
に
苦
し
ん
で
い
た
。・
・
・
・
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
は
、
脊
柱
お
よ
び
大
き
な
四
肢
関
節
の
摩
耗
に
苦
し
ん
で
い
た
。
最
後
に
、
被
告
は
、
肺

に
ガ
ス
が
生
じ
て
い
た
。
生
活
保
障
庁
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、
道
路
交
通
に
お
け
る
行
動
の
自
由
に
お
い
て
相
当
に
損
な
わ
れ
て
い
た

し
、
き
わ
め
て
歩
行
困
難
で
あ
り
、
公
的
な
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
き
に
恒
常
的
な
同
伴
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
被
告
は
、
彼
女

の
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
公
的
な
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
常
に
妨
げ
ら
れ
て
い
た
。
被
告
の
高
齢
お
よ
び
右
に
述
べ
た
重
大
な
病
気
に
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ん
が
み
て

4

4

4

4

、4・

被
告
が
彼
女
の
こ
れ
ま
で
の
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

苛
酷
さ
を
意
味
し

4

4

4

4

4

4

4

た4

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

よ
り
狭
い
住
居
に
身
を
置
く
と
い
う
彼
女
の
願
望
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
彼
女
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

同
じ
本
件
建

4

4

4

4

4

物
の
一
階
に
所
在
す
る
住
居
に
お
い
て
も
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

二
つ
の
空
間
を
長
い
間
閉
ざ
す
必
要
が
あ
る
だ
け
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
原
告
・
一
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
必
要
の
あ
る
場
合
に
看
護
要
員
を
と
も
に
彼
女
の
住
居
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
利
点
を
持
ち

続
け
る
の
で
あ
る
。
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・
・
・
・
・
・
・
・

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
被
告
に

と
っ
て
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
事
情
が
、
先
の
見
通
し
と
し
て
、
い
つ
存
在
し
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
は
不
確
か
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
」）

381
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）・
一
に
お
い
て
も
、
被
告
（
賃
借
人
）
に
お
い
て
も
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
を
避
け
る
と
い

う
重
大
な
利
益
が
等
し
く
存
在
す
る
事
案
に
お
い
て
、
賃
貸
人
の
住
居
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
賃
貸
人
に
あ
る
の
か
と
い

う
点
を
も
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
一
一
月
一
〇
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
58
】
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
一
一
月
一
〇
日
決
定）

382
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
そ
の
息
子
の
た
め
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
、

本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
、被
告
は
、本
件
住
居
を
明
け
渡
し
た
。
し
た
が
っ
て
、一
九
八
九
年
一
〇
月
一
一
日
の
期
日
に
お
い
て
、

当
事
者
は
、
一
致
し
て
、
本
件
訴
訟
は
処
理
済
み
で
あ
る
、
と
表
明
し
た
。
し
か
し
、
当
事
者
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
の
費
用
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
。
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﹇
決
定
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
の
費
用
を
原
告
（
賃
貸
人
）
に
負
わ
せ
た
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」、
お
よ
び
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ

い
て
の
原
告
の
「
正
当
な
利
益
」
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
確
か
に
・
・
・
・
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
原
告
の
自
己
必
要
が
存
在
し
た
。
と

い
う
の
は
、
原
告
の
息
子
は
、
本
件
住
居
に
入
居
し
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
原
告
は
、
一
九
八
九
年
九
月
二
五
日
付
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
中
間
証

明
書
の
写
真
複
写
を
提
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
証
明
書
か
ら
、
原
告
の
息
子
が
一
九
八
九
年
な
い
し
一
九
九
〇
年
の
冬
学
期
に
お
い
て
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
で
政
治
学
の
勉
学
を
始
め
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
原
告
は
、
そ
の
息
子
の
た
め
に
、
そ
の
勉
学
の
場
所
に
お
い
て
住
居

を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
原
告
の
自
己
必
要
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
と
も
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
の
正

当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」）

383
（

。

　

し
か
し
、区
裁
判
所
は
、原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
、
た
ぶ
ん
成
果
を
も
た
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
お
お
よ

そ
存
在
す
る
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六

ａ
条
）」）

384
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
利
益
と
被
告
の
利
益
と
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
当
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
利
益
を
優
勢
で
あ
る
、
と
考
え
た
。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
三
・
四
号
（
二
〇
二
二
年
　
三
月
）

329

す
で
に
被
告
に
よ
っ
て
一
九
八
九
年
七
月
二
〇
日
付
の
異
議
に
つ
い
て
の
書
面
に
お
い
て
原
告
に
説
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
被
告
は

4

4

4

、4・

重
大
な
病
気
で

4

4

4

4

4

4

あ
っ
た
。
エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
重
度
の
身
体
障
害
が
存
在
し
た
。
恒
常
的
な
同
伴
の
必
要
性
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

生
活
保

4

4

4

障
庁
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
主
治
医
も
ま
た
、
す
で
に
一
九
八
九
年
六
月
に
、
被
告
の
住
居
の
交
替
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
適
切
で
あ
る
、

と
考
え
た
。
住
居
の
交
替
は

4

4

4

4

4

4

、4・

主
治
医
の
判
断
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て
の
相
当
な
負
担
を
意
味
し
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
負
担
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

病
気
の

4

4

4

悪
化
が
生
じ
る
こ
と
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
主
治
医
の
診
断
書
以
来
、
被
告
の
病
気
の
状
態
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お
相
当
に
悪
化
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
結

4

4

4

果4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

最
終
的
に

4

4

4

4

、4・

病
気
と
い
う
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
被
告
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
を
さ
ら
に
凌
駕
す
る
と
こ
ろ
の
全
く
重
大
な
健
康
の
侵
害
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

存
在
し
た

4

4

4

4

。
証
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は
、
期
間
の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
被
告
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
」）

385
（

。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
エ
イ
ズ
と
い
う
重
大
な
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
重
度
の
身
体
障

害
で
あ
り
、
恒
常
的
な
同
伴
の
必
要
性
が
、
生
活
保
障
庁
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
②
住
居
の
交
替
は
、
主
治
医
の
判
断
に
し
た
が
っ
て
、

被
告
に
と
っ
て
の
相
当
な
負
担
を
意
味
し
た
し
、
こ
の
負
担
に
よ
っ
て
、
病
気
の
悪
化
が
生
じ
る
こ
と
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、
実
際
に
、
被
告
の
病
気
の
状
態
は
、
な
お
相
当
に
悪
化
し
、
そ
の
結
果
、
被
告
は
、
最
終
的
に
、
病
気
と
い
う
理
由
か
ら
、
本
件
住
居
を
明

け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
③
被
告
に
お
い
て
は
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
を
さ

ら
に
凌
駕
す
る
と
こ
ろ
の
全
く
重
大
な
健
康
の
侵
害
が
存
在
し
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
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第
六
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
一
月
一
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
59
】
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
一
月
一
九
日
判
決）

386
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
そ
の
息
子
の
た
め
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
被
告
・
一
の
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
が
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
「
正
当
な
利
益
」

を
証
明
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
す
で
に
不
確
か
で
あ
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
証
拠
調
べ
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
、
原
告
が
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
証
明
し
た
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
は
、
不
確
か
で
あ
り
う
る
。
確
か
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
に
し
た
が
っ
て
、
賃
貸
人
が
そ
れ
ら
の
空
間
を
住
居
と
し
て
賃
貸
人
の
家

族
構
成
員
の
た
め
に
必
要
と
す
る
場
合
に
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
で
あ
る
、
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

原
告
の
息
子
は
、
確
か
に
、
尋
問
の
機
会
に
、
証
人
と
し
て
、
一
九
八
九
年
一
二
月
一
二
日
に
、
現
在
の
彼
の
恋
人
と
と
も
に
共
同
の
世
帯
を
構
え

る
た
め
に
、
本
件
住
居
へ
の
入
居
に
関
心
を
い
だ
い
て
い
る
と
い
う
原
告
の
主
張
を
証
明
し
た
。
し
か
し
、
原
告
の
息
子
は
、
自
分
自
身
の
世
帯
の
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創
設
と
い
う
願
望
そ
れ
自
体
を
、
彼
の
居
住
関
係
に
関
し
て
独
立
す
る
と
い
う
試
み
を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
相
対
化
し
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
そ
の
母
親
の
住
居
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
」）

387
（

。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
控
訴
審
に
お
い
て
は
じ
め
て
被
告
ら
の
側
か
ら
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
解
約

告
知
に
対
す
る
異
議
に
つ
い
て
の
理
由
に
、
特
別
な
重
要
さ
が
帰
属
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が

っ
て
、
賃
借
人
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
、
賃
借
人
ま
た
は
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評

価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
き
に
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
賃

貸
人
に
対
し
て
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
は
、
本
件
に
お
い
て
、
認
め
ら
れ
て

い
た
」）

388
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
被
告

4

4

・4・

一
が

4

4

、4・

特
に
重
大
な
程
度
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

そ
れ
と
同
時
に
現
れ
る
抑
鬱
症
に
苦
し
ん
で
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ

と
は
、
提
出
さ
れ
た
医
師
の
診
断
書
に
し
た
が
っ
て
、
不
確
か
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
し
、
原
告
に
よ
っ
て
も
疑
わ
れ
な
か
っ
た
。
被
告

4

4

・4・

一
が

4

4

、4・

意
思
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
解
約
告
知
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に
自
殺
未
遂
を
行
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
は
、
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果

4

4

4

4

、
原
告

の
見
解
に
反
し
て
、
明
渡
し
の
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

対
応
し
た
誤
っ
た
反
応
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
一
九
八
九
年

七
月
一
八
日
付
の
神
経
専
門
医
の
診
断
書
を
参
照
）。
さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
九
月
二
九
日
付
の
医
学
大
学
の
態
度
表
明
を
考
慮
し
て
、
被
告
ら
に

4

4

4

4

明
渡
し
の
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
に
お
け
る
病
状
の
加
速
さ
れ
た
悪
化
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
つ
け

加
わ
っ
た
。
本
件
事
案
の
特
別
な
事
情
は
、
本
件
に
お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
て
終
了
を
、
必
要
不
可
欠
な
住
居
の
交
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替
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
苛
酷
さ
を
は
る
か
に
超
え
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
は
や
正
当
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
全
く

特
別
な
苛
酷
さ
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
の
理
由
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
行
き
着
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
す
で

に
説
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
原
告
の
息
子
の
主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
生
活
の
中
心
点
の
破
壊
が
そ
れ
に
関
連
し
て
正
当
化
さ
れ
る
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
が
で
き
た
よ
う
に
差
し
迫
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
い
つ
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
は
見
て
取
ら
れ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
て
・
・
・
・
本
件
使
用
賃

貸
借
関
係
は
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

389
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
特
に
重
大
な
程
度
に
お
い
て
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
同
時
に

現
れ
る
抑
鬱
症
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
、
②
被
告
・
一
は
、
意
思
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
解
約
告
知
を
顧
慮
し
て
、
す
で
に
自
殺
未
遂
を
行
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
明
渡
し
の
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
に
、
対
応
し
た
誤
っ
た
反
応
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

③
被
告
ら
に
明
渡
し
の
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
に
、
被
告
・
一
に
お
け
る
病
状
の
加
速
さ
れ
た
悪
化
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
④
原
告
（
賃
貸
人
）
の
息
子
の
主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
は
、
被
告
ら
の
生
活
の
中
心
点
の
破
壊
が
そ
れ
に
関
連
し
て
正

当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
差
し
迫
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を

肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
七
に
、
ボ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
二
月
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。
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【
60
】
ボ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
二
月
一
日
判
決）

390
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
一
九
八
八
年
一
月
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃

貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
被
告
の
高
齢
、
健
全
で
な
い
健
康
状
態
、
周
辺
の
地
域
へ
の
定
着
を
理
由
と
し
て
、
本

件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
・
・
・
・
明
渡
し
と
返
還
の
請
求
権
は
、
原
告
ら
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
原
告
ら
は
、
確
か
に
、
一
九
八
八
年
一
月
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
た
自
己
必
要
を
理
由

と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
有
効
に
解
約
告
知
し
た
。
し
か
し
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
、
三
項
三
文
に
し
た
が
っ
て
、
期
間

の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
有
し
た
。
原
告
ら
の
家
族
の
大
き
さ
、
子
供
ら
の
年
齢
、
お
よ
び
、
現

在
自
由
に
な
る
住
居
を
顧
慮
し
て
、
主
張
さ
れ
た
自
己
必
要
は
、
疑
念
を
抱
く
余
地
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
は
、
被
告
に
と

っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
被
告
は
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
、

正
当
な
こ
と
に
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
社
会
的
条
項
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
で
あ
る
」）

391
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
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賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
本
件
の
苛
酷
さ
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

八
九
歳
と
い
う
被
告
の
高
齢
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

第
三
者
に
よ
る
集
中
的
な
世
話
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
と
重

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
り
合
う
こ
と
に
つ
い
て
見
て
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
さ
ら
に
、
周
辺
の
地
域
へ
の
被
告
の
特
別
な
定
着
に
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の

五
〇
年
を
超
え
る
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
が
、
つ
け
加
わ
っ
た
。
被
告
の
願
望
に
反
し
て
周
辺
の
地
域
か
ら
被
告
を
引
き
離
す
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
年

4

4

4

4

齢
お
よ
び
被
告
の
健
康
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
健
康
状
態
の
な
お
こ
れ
以
上
の
重
大
な
悪
化
を
結
果
と
し
て
と
も
な
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

鑑
定
人
の
説
得
力
の
あ
る
書
面
に
よ
る
説
明
と
口
頭
の
説
明
に
も
と
づ
い
て
、
当
部
の
確
信
の
た
め
に
、
確
か
で
あ
っ
た
。
特
に
、
鑑
定
人
と
し
て

の
意
見
表
明
か
ら
、
現
在
の
本
件
住
居
へ
の
被
告
の
定
着
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な
賃
借
物
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
滞
在
地
に
順
応
す
る
こ
と
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・
『

4
・

強
制
的
な

4

4

4

4

』4・

転
居
の
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
高
齢
を
顧
慮
し
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
本
質
的

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
健
康
の
悪
化
と
い
う
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
本
件

住
居
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
両
方
の
側

の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

本
件
建
物
の
所
有
権
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が
す
で
に
八
〇
歳
を
超
え
て
い
た
と
き
に
取
得
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
、
考
慮

に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

す
で
に

4

4

4

、4・

当
時
の
時
点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

家
族
の
増
加
の
結
果
と
し
て
よ
り
大

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
な
空
間
の
必
要
が
生
じ
る
場
合
に
と
っ
て
の
困
難
さ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
最
年
長
の
息
子
の
健
康
状
態
を
顧
慮

し
て
、
原
告
ら
に
と
っ
て
、
そ
の
住
居
の
拡
張
が
避
け
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
被
告
の
側
に
お
け
る
特
別
な
関
係
を
顧
慮
し
て
、
原
告
ら
に
一
時
的
な

解
決

－

た
と
え
ば
、
よ
り
広
い
住
居
の
賃
借
と
自
分
自
身
の
住
居
の
賃
貸
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
自
分
自
身
の
本
件
建
物
の
拡
張
に
よ
っ
て

－

を
指

示
す
る
こ
と
が
、
被
告
に
住
居
の
交
替
を
課
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
要
求
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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被
告
は
、
精
神
的
か
つ
身
体
的
に
、
被
告
の
残
り
の
人
生
の
た
め
に
損
害
な
し
に
住
居
の
交
替
と
周
辺
の
地
域
の
交
替
に
適
応
す
る
こ
と
を
妨
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
を
理
由
づ
け
る
事
情
は
一
時
的
な
性
質
の
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
部
は
・
・
・
・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
三
項
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
定
め
る
の
で
あ
る
」）

392
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
本
件
の
「
苛
酷
さ
」
は
、
八
九
歳
と
い
う
被
告
（
賃
借
人
）
の
高
齢
が
、
第
三
者
に
よ
る
集
中
的
な
世
話
を

必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
と
重
な
り
合
う
こ
と
に
つ
い
て
見
て
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
②
被
告
の
願
望
に
反

し
て
周
辺
の
地
域
か
ら
被
告
を
引
き
離
す
こ
と
は
、
被
告
の
年
齢
お
よ
び
被
告
の
健
康
を
顧
慮
し
て
、
被
告
の
健
康
状
態
の
な
お
こ
れ
以
上
の
重
大

な
悪
化
を
結
果
と
し
て
と
も
な
う
こ
と
、
③
現
在
の
本
件
住
居
へ
の
被
告
の
定
着
は
、
新
た
な
賃
借
物
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
滞
在
地
に
順
応
す
る
こ

と
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
か
ら
、
強
制
的
な
転
居
の
場
合
に
は
、
被
告
の
高
齢
を
顧
慮
し
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
こ
ろ
の
本
質
的
な
健
康
の
悪
化
と
い
う
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
④
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
建
物
の
所
有
権
を
、

被
告
が
す
で
に
八
〇
歳
を
超
え
て
い
た
と
き
に
取
得
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
原
告
ら
は
、
す
で
に
、
当
時
の
時
点
に
お
い
て
、
家
族
の
増
加
の
結

果
と
し
て
よ
り
大
き
な
空
間
の
必
要
が
生
じ
る
場
合
に
と
っ
て
の
困
難
さ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人

に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
八
に
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。
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【
61
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
一
日
判
決）
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（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
そ
の
妻
の
た
め
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
被
告
の
進
捗
し
た
年
齢
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
、
周
辺
の
地
域
へ
の
定
着
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議

を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
は
・
・
・
・
本
件
住
居
の
返
還
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
原
告
の
自
己
必
要
を

理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
権
限
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
に
従
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
主
張
さ
れ
た

と
こ
ろ
の
利
用
の
願
望
は
、
原
告
の
妻
の
た
め
に
ま
た
別
の
部
屋
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
原
告
の
正
当
な
自
己
必
要
に
つ
い
て
の
利
益
で
あ
り
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」）

394
（

、
と
判

断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量

に
お
い
て
、
被
告
の
進
捗
し
た
年
齢
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
、
周
辺
の
地
域
へ
の
定
着
を
理
由
と
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
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定
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
一
般
に
、
賃
借
人
の
高
齢
に
、
周
辺
の
地
域
へ
の
定
着
や
病
気
等
の
こ
れ
以
外
の
事
情
が
つ
け
加
わ
る
場
合
に
、
賃
借
人

に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
の
進
捗
し
た
年
齢

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

戦
争
に
よ
る
廃
疾

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
病
気

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

周
辺
の
地
域
へ
の
定
着
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸

4

4

4

4

4

4

借
関
係
の
終
了
を

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

特
別
な
苛
酷
さ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
で
に
、
賃
借
人
の
高
齢
は
、
説
得
力
を
も
っ
て
、
社
会
的
条

項
の
適
用
に
行
き
着
く
と
い
う
一
連
の
裁
判
例
が
存
在
し
た
。（
し
か
し
、）
こ
れ
ら
の
（
裁
判
例
の
）
見
解
は
、
文
献
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
文
献
に
お
い
て
は
、
比
較
的
全
員
一
致
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
高
齢
だ
け
が
な
お
必
然
的
に
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
を
理
由
づ
け
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
高
齢
の
人
に
対
し
て
も
ま
た
、
そ
の
人
が
な
お
壮
健
で
あ
る
と
き
に
は
、
代
替
住
居
を
探
し
求
め
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

支
配
的
な
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
類
似
の
立
場
を
支
持
し
た
。
す
な
わ
ち
、
進
捗
し
た
年
齢
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
れ
以
外
の
事
情

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

当
該
地
域
に
お

4

4

4

4

4

4

け
る
定
着
が
つ
け
加
わ
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

通
常

4

4

、4・

賃
借
人
に
と
っ
て
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
が
存
在
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

た4

と
え
ば

4

4

4

、4・
（

4
・

賃
借
人
の

4

4

4

4

）4・

病
気
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・

　

当
部
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
の
高
齢
は
、
す
で
に
、
あ
る
程
度
の
や
り
方
に
お
い
て
、
新
た
な
住
居
の
探
索
、
お
よ
び
、
場
合
に
よ
っ

て
は
起
こ
り
得
る
転
居
が
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
い
負
担
を
形
成
し
う
る
こ
と
を
さ
し
示
し
た
。
本
件
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

七
六
歳
で
あ
っ

4

4

4

4

4

4

た
被
告
の
ほ
か
の
侵
害
と
の
関
連
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
事
案
が
認
め
ら
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）
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。

　

地
方
裁
判
所
は
、
さ
ら
に
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
敷
衍
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
は
、
第
二
審
に
お
い
て
、
反
論
の
余
地
な
く
、
七
五
歳
で
あ
り
、
一
九
七
三
年
以
来
、
そ
の
妻
と
と
も
に
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
る
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こ
と
を
申
し
立
て
た
。
被
告
は

4

4

4

、
そ
の
前
に
、
三
八
年
間
、（
お
よ
そ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
）
ツ
ェ
レ
ン
ド
ル
フ
の
市
役
所
に
お
い
て
働
い

た
が
、
被
告
が
ま
た
育
っ
た
と
こ
ろ
の
当
該
地
域
に
確
固
と
し
て
定
着
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

と
感
じ
た
。
被
告
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

戦
傷
に
よ
る
身
体
障
害
者
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す4

で
に

4

4

、4・

本
件
住
居
へ
の
入
居
の
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

退
職
し
て
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
は
、
そ
こ
で
被
告
の
晩
年
を
過
ご
す
た
め
に
、
目
的
に
合
致

し
て
本
件
住
居
を
選
び
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
は
、
さ
ら
に
続
け
て
、
被
告
の
妻
の
家
族
が
す
で
に
こ
の
ま
え
の
世
紀
か
ら
ツ
ェ
レ
ン
ド
ル
フ
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
否
認
し
な
か
っ
た
。

そ
の
う
え
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
被
告
の
娘
が
本
件
住
居
の
近
く
に
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
確
か
に
望
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
進
捗
す
る
年
齢
と
と
も
に
被
告
に
よ
り
し
ば
し
ば
生
じ
る
世
話
の
必
要
性
を
顧
慮
し
て
も
、
意
義
が
あ
っ
た
。
議
論
の
余

地
も
な
く
、
被
告
の
娘
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
必
要
な
世
話
を
被
告
に
当
然
与
え
る
心
構
え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
手
取
り
で
二
二
〇
〇
ド
イ
ツ
マ

ル
ク
を
も
っ
て
相
対
的
に
乏
し
い
月
あ
た
り
の
被
告
ら
の
家
族
収
入
は
、
対
応
し
て
高
い
賃
料
水
準
を
と
も
な
う
優
遇
さ
れ
た
居
住
状
況
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
か
な
り
近
い
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、
被
告
ら
に
と
っ
て
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
住
居
を
見
出
す
こ
と
が
被
告
ら
に
う
ま

く
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
か
な
り
あ
り
そ
う
に
な
い
よ
う
に
思
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
、
被
告
の
争
わ
れ
て
い
な
い
脳
性
の
血
行
不
全
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
す
る
こ
と
が
被
告
に
と
っ
て
原
告
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
要
求

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
き
な
い
苛
酷
さ
を
形
成
す
る
こ
と
に
関
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

根
本
的
な
論
拠
を
提
供
し
た
。
脳
性
の
血
行
不
全
に
苦
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
患
者
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
規
則
的 

に
、
そ
の
感
知
能
力
と
受
容
能
力
に
お
い
て
、
侵
害
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
病
気
の
影
響
は
、
経
験
上
、
そ
の
患
者
が
そ
の
い
つ
も
な
が
ら
の
環
境
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ら
引
き
離
さ
れ
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
特
に
不
都
合
に
表
面
化
す
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
患
者
は
、
そ
の
病
気
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
う
一
度
新
た
に
対
応

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し4

、4・

勝
手
が
わ
か
る
こ
と
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
く
相
当
な
困
難
さ
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
う
え
さ
ら
に
部
分
的
に
克
服
し
が
た
い
困
難
さ
を
有
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
被
告
の
利
益
は
、
原
告
の
利
益
に
対
し
て
、
優
位
に
あ
っ
た
。
原
告
は

4

4

4

、4・

本
件
建
物
に
所
在
す
る
住
居
を
そ
の
妻
の
た
め
に
整
え
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
議
論
の
余
地
も
な
く
存
在
し
た
選
択
的
な
可
能
性
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

住
居
の
交
替

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

新
た
な
住
居
の
探
索

4

4

4

4

4

4

4

4

と
結
び
つ
け
ら
れ
た
不
愉
快
な
こ
と
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
よ
り
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
わ
ず
か
に

4

4

4

4

4

4

、4・

か
つ

4

4

、4・

む
し
ろ
要
求
で
き
る
や
り
方
に
お
い
て
侵
害
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る4

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
が
、
近
い
う
ち
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
ま
で
変
化
し
う
る

こ
と
は
見
て
取
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
は
、
期
間
の
定
め
な
く
、
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）
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。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
被
告
が
ま
た
育
っ
た
と
こ
ろ
の
当
該
地
域
に
確
固
と
し
て
定
着
し
て
い
る
、
と
感
じ

た
こ
と
、
②
被
告
は
、
戦
傷
に
よ
る
身
体
障
害
者
で
あ
り
、
す
で
に
、
本
件
住
居
へ
の
入
居
の
と
き
に
、
退
職
し
て
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
、

③
被
告
の
争
わ
れ
て
い
な
い
脳
性
の
血
行
不
全
は
、
転
居
す
る
こ
と
が
被
告
に
と
っ
て
原
告
（
賃
貸
人
）
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
要
求

で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
形
成
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
根
本
的
な
論
拠
を
提
供
し
た
こ
と
、
④
脳
性
の
血
行
不
全
に
苦
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
患
者

は
、
そ
の
い
つ
も
な
が
ら
の
環
境
か
ら
引
き
離
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
も
う
一
度
新
た
に
対
応
し
、
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
に

つ
い
て
、
全
く
相
当
な
困
難
さ
を
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
部
分
的
に
克
服
し
が
た
い
困
難
さ
を
有
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
⑤
原
告
は
、
本
件
建

物
に
所
在
す
る
住
居
を
そ
の
妻
の
た
め
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
議
論
の
余
地
も
な
く
存
在
し
た
選
択
的
な
可
能
性
に
よ
っ
て
、被
告
ら
が
、

住
居
の
交
替
、
お
よ
び
、
新
た
な
住
居
の
探
索
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
不
愉
快
な
こ
と
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
よ
り
も
、
よ
り
わ
ず
か
に
、
か
つ
、
む

し
ろ
要
求
で
き
る
や
り
方
に
お
い
て
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
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第
九
に
、
ア
ウ
リ
ッ
ヒ
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
一
月
二
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
62
】
ア
ウ
リ
ッ
ヒ
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
一
月
二
九
日
判
決）

397
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

被
告
ら
は
、
被
告
・
一
の
精
神
的
な
病
気
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
被
告
ら
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
た
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
原
告
に
よ
っ
て
意
思
表
示
さ
れ
た
本
件
解
約
告
知
は
、

確
か
に
、原
則
と
し
て
、Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、自
己
必
要
の
た
め
に
正
当
化
さ
れ
て
い
た
。・・・・
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
・
・
・
・
本
件
住
居
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
成
果
豊
か
に
、
Ｂ
Ｇ

Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
条
項
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
期
間
の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
の
終
了
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
自
己
必
要
を
考
慮
に
入
れ
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
理
由
づ
け
た
の

で
あ
る
」）

398
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
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賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
こ
と
は
、
鑑
定
人
・
Ｋ
博
士
の
書
面
に
よ
る
鑑
定
書
、
お
よ
び
、
彼
の
口
頭
の
説
明
か
ら
、
明
確
に
判
明
し
た
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被4 

4

告4

・4・

一
は

4

4

、4・

す
で
に

4

4

4

、4・

何
年
も
前
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

数
年
の
間
隔
に
お
い
て
繰
り
返
し
病
状
悪
化
が
生
じ
た
と
こ
ろ
の
抑
鬱
に
苦
し
ん
で
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
か
ら
出
発

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
被
告

4

4

・4・

一
の
病
気
は

4

4

4

4

4

、
鑑
定
人
の
説
明
に
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
な
環
境
を
せ
ば
め
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
と
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ろ
の
内
因
性
の
抑
鬱
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
格
付
け
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
新
た
な
状
況
に
適
応
し
、
接
触
を
始
め
る
可
能
性
が
限
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
行
き
着
い
た
。
も
っ
ぱ
ら

4

4

4

4

、4・

自
己
の
環
境
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
通
し
だ
け
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

不
安

4

4

、4・

睡
眠
障
害

4

4

4

4

、4・

抑
鬱

4

4

性
の
不
機
嫌
さ

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

自
殺
の
危
険
の
よ
う
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
病
気
に
特
徴
的
な
総
体
的
症
状
の
明
確
な
先
鋭
化
に
行
き
着
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
の
場

合
に
、
急
性
の
危
険
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
内
因
性
の
抑
鬱
と
関
連
す
る
典
型
的
な
危
険
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。・
・
・
・

右
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
転
居
す
る
こ
と
の
健
康
上
の
危
険
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
質
的
な
悪
化
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
重
大
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と

が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
本
質
的
に
非
実
質
的
な
性
質
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
利
益

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は
、
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
」）
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。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
す
で
に
、
何
年
も
前
か
ら
、
数
年
の
間
隔
に
お
い
て
繰
り
返
し
病
状
悪
化
が
生

じ
た
と
こ
ろ
の
抑
鬱
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
、
②
被
告
・
一
の
病
気
は
、
社
会
的
な
環
境
を
せ
ば
め
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の
内
因
性
の
抑

鬱
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
、
自
己
の
環
境
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
通
し
だ
け
が
、
不
安
、
睡
眠
障
害
、
抑
鬱
性
の
不
機
嫌
さ
、
お
よ
び
、

自
殺
の
危
険
の
よ
う
な
、
こ
の
病
気
に
特
徴
的
な
総
体
的
症
状
の
明
確
な
先
鋭
化
に
行
き
着
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
③
被
告
・
一
に
お
い
て
は
、

転
居
す
る
こ
と
の
健
康
上
の
危
険
は
、
本
質
的
な
悪
化
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
重
大
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
④
原
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告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
は
、
本
質
的
に
非
実
質
的
な
性
質
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
時
点
ま
で
期
限
づ
け
ら
れ
て
継

続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
そ
の
こ
と
か
ら
、本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。し
か
し
、被
告
ら
が
そ
の
こ
と
を
心
に
思
い
描
い
た
よ
う
に
、

期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
は
、
考
慮
に
値
し
な
か
っ
た
。・
・
・
・

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
九
二
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
期
限
づ
け
ら
れ
て
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
現
在
本
件
解
約

告
知
が
断
固
と
し
た
処
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、こ
の
こ
と
は
、こ
の
病
気
の
状
態
の
た
め
に
、被
告
ら
が
、期
間
の
定
め
な
く
、

賃
借
さ
れ
た
原
告
の
本
件
住
居
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
鑑
定
人
・
Ｋ
博
士
の
説
明
に
し
た
が
っ
て
、

一
定
の
時
点
に
お
け
る
『
転
居
』
と
い
う
一
定
の
目
標
に
向
け
ら
れ
た
治
療
は
、
全
く
成
功
の
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。・
・
・
・

本
件
住
居
を
真
摯
に
必
要
と
す
る
と
い
う
原
告
の
利
益
に
お
い
て
、
当
部
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
具
体
的
な
日
付
を
、
一
九
九
二
年

一
一
月
三
〇
日
に
定
め
た
の
で
あ
る
」）
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。

　

第
一
〇
に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
一
〇
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
63
】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
一
〇
日
判
決）
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、

原
告
ら
は
、
現
在
、
彼
ら
の
二
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
（
や
が
て
三
人
目
の
子
供
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
）、
き
わ
め
て
狭
め
ら
れ
て
、
お
よ
そ

七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
平
面
の
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
屋
階
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
特

に
、
重
大
な
内
因
性
の
抑
鬱
症
等
の
病
気
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
ら
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
区
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
本
件
訴
え
を
棄
却
し
た
。・
・
・
・

　

確
か
に
、
原
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
法
的
に
有
効
に
、
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
、
当
事
者
の
本
件
使
用
賃

貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
の
子
供
ら
と
と
も
に
原
告
ら
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た

本
件
建
物
に
入
居
す
る
と
い
う
原
告
ら
の
願
望
は
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
・
・
・
被
告
に
対
す
る
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
は
、
原

告
ら
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
三
項
に
し
た
が
っ
て
、
判
決
に
よ
っ
て
、
期
間
の
定
め
の
な

い
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」）
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、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
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賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
は
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
規
定
ど
お
り
に
、
一
九
九
一
年
六
月
二
四
日
付
の
書
面
に
し
た
が
っ
て
、
原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
に
異
議

を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。
こ
の
請
求
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
て
も
い
た
。
と

い
う
の
は
、
一
九
九
一
年
八
月
三
一
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
正
当
で
な
い
苛
酷
さ
を
意

味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
今
日
八
三
歳
の
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
被
告
は

4

4

4

、4・

一
九
七
二
年
以
来

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
に
居
住
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
に
依
拠
し
た
定
着
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ほ
か
の
住
居
に
転
居
す
る
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

大
き

4

4

な
苛
酷
さ
を
意
味
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

こ
こ
で

4

4

4

、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
少
な
く
と
も

4

4

4

4

4

、4・

時
々

4

4

、4・

被
告
を
助
け

4

4

4

4

4

、4・

被
告
を
世
話
す
る
と
こ
ろ
の
隣

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

人
の
援
助
を
見
出
し
た
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

さ
ら
に
、
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
こ
れ
以
外
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

理
由
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
転
居
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
健
康
状
態
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

真
摯
な

4

4

4

、4・

も
は
や
要
求
で
き
な
い
危
険
を
必
然
的
に
と
も
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
、
区
裁
判
所
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
一
九
九
一
年
九
月
九
日
付
の
専
門
的
知
識
を
も

っ
た
神
経
医
学
お
よ
び
精
神
医
学
の
医
師
で
あ
る
証
人
・
Ｓ
博
士
の
書
面
に
よ
る
証
言
か
ら
判
明
し
た
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
は

4

4

4

、4・

こ
の
と

4

4

4

こ
ろ
ま
た
く
り
返
し
新
た
に
現
れ
た
抑
鬱
性
の
段
階
を
と
も
な
う
重
大
な
内
因
性
の
抑
鬱
症
の
た
め
に

4
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、4・

一
九
七
三
年
以
来
そ
こ
で
規
則
的
な
外
来

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

診
療
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

そ
の
い
つ
も
な
が
ら
の
環
境
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

精
神
的
な
観
点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自4

力
で
や
っ
て
の
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
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被
告
は

4

4

4

、4・

ま
た

4

4

、
一
九
九
一
年
九
月
三
〇
日
付
の
整
形
外
科
医
・
Ｖ
博
士
の
書
面
に
よ
る
証
言
に
も
と
づ
い
て
、
器
官
的
に

4

4

4

4

、4・

背
骨
の
負
荷
能
力

4

4

4

4

4

4

4

の
障
害
に
苦
し
ん
で
い
た
。
損
耗
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
関
節
の
変
化
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
持
ち
上
げ
た
り
、
持
ち
運
ん
だ
り
す
る
と
き
に
、
そ
の
う
え
さ
ら

に
、
比
較
的
軽
い
家
事
の
と
き
に
、
同
じ
く
、
よ
り
長
く
歩
き
、
立
つ
と
き
に
、
そ
の
こ
と
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
る
機
能
の
低
下
を
と
も
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

原
告
ら
の
側
に
お
い
て
は
、
原
告
ら
が
、
現
在
、
彼
ら
の
二
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
（
九
月
に
は
、
三
人
目
の
子
供
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
）、

き
わ
め
て
狭
め
ら
れ
て
、
お
よ
そ
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
平
面
の
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
屋
階
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
、
考

慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
の
利
益
は
、
社
会
福
祉
的

な
理
由
か
ら
、
本
件
住
居
が
自
由
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
ら
の
利
益
よ
り
明
確
に
優
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
」）
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。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
一
九
七
二
年
以
来
、
本
件
住
居
に
居
住
し
、
こ
の
こ
と
に
依
拠
し
た
定
着
の
た
め
に
、

ほ
か
の
住
居
に
転
居
す
る
こ
と
が
、
被
告
に
と
っ
て
、
大
き
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
、
特
に
、
被
告
は
、
こ
こ
で
、
少
な
く
と
も
、
時
々
、
被
告

を
助
け
、被
告
を
世
話
す
る
と
こ
ろ
の
隣
人
の
援
助
を
見
出
し
た
こ
と
が
、考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、②
こ
れ
以
外
の
「
苛

酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
転
居
が
、
被
告
の
健
康
状
態
に
と
っ
て
、
真
摯
な
、
も
は
や
要
求
で
き
な
い
危
険

を
必
然
的
に
と
も
な
う
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
こ
と
、
③
被
告
は
、
こ
の
と
こ
ろ
ま
た
く
り
返
し
新
た
に
現
れ
た
抑
鬱
性
の
段
階
を
と
も
な
う
重
大

な
内
因
性
の
抑
鬱
症
の
た
め
に
、
一
九
七
三
年
以
来
、
神
経
医
学
お
よ
び
精
神
医
学
の
医
師
で
あ
る
Ｓ
博
士
の
も
と
で
規
則
的
な
外
来
診
療
の
状
態

に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
か
ら
、
被
告
は
、
そ
の
い
つ
も
な
が
ら
の
環
境
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
、
精
神
的
な
観
点
に
お
い
て
、
自
力

で
や
っ
て
の
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
④
被
告
は
、
ま
た
、
器
官
的
に
、
背
骨
の
負
荷
能
力
の
障
害
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
損
耗



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
七
）

346

に
条
件
づ
け
ら
れ
た
関
節
の
変
化
の
た
め
に
、
そ
の
こ
と
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
る
機
能
の
低
下
を
と
も
な
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に

と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
一
に
、
フ
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
（
ヘ
ッ
セ
ン
）
区
裁
判
所
一
九
九
三
年
九
月
二
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
64
】
フ
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
（
ヘ
ッ
セ
ン
）
区
裁
判
所
一
九
九
三
年
九
月
二
九
日
判
決）
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
は
、
本
件
建
物
（
二
世
帯
用
住
宅
）
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
原
告
自
身
は
、
そ
の
家
族
と
と
も
に
、
本
件
建
物
の
上
階
に
居
住
し
、
そ
の
一

階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
は
、
被
告
ら
に
転
貸
さ
れ
て
い
た
。

　

原
告
（
転
貸
人
）
は
、一
九
九
三
年
三
月
二
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、一
九
九
三
年
六
月
三
〇
日
付
で
、被
告
（
転

借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
（
転
貸
借
関
係
）
を
解
約
告
知
し
た
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
の
娘
は
、
そ
の
間
に
、
赤
ん
坊
を
授
か
っ
た
。
原
告
の
娘
と
そ
の
赤
ん
坊
は
、
原
告
お
よ

び
そ
の
娘
の
妹
と
一
緒
に
、
四
つ
の
部
屋
、
台
所
、
お
よ
び
、
浴
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
原
告
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
は
、
さ
ら
に
、

原
告
の
娘
が
、
そ
の
子
供
の
父
親
と
共
同
し
て
世
帯
を
構
え
、
婚
姻
関
係
に
入
る
つ
も
り
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
、
自
分
自
身
の
住
居
を
必
要
と
す

る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
づ
け
た
。
若
い
人
々
は
、
経
済
的
に
、
ま
だ
十
分
に
自
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
両

親
の
援
助
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
娘
ら
が
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
入
居
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
正
当
な
利
益
」
が
存
在
し
た
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の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
原
告
の
「
自
己
必
要
」
に
つ
い
て
の
理
由
は
存
在
し
な
い
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
社
会
的
条
項
が
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
、
と
考
え
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
・
一
は
、
心
筋
梗
塞
、
お
よ
び
、
四
つ
の
バ
イ
パ
ス
手
術
後
に
、

病
院
に
お
け
る
憂
慮
す
べ
き
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
・
一
の
入
院
治
療
が
い
つ
終
了
す
る
の
か
と
い
う
点
は
、
予
測
可
能
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
被
告
ら
は
、
現
在
本
件
住
居
を
明
け
渡
す
こ
と
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
全
く
要
求
で
き
な
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
自
己
必
要
を
申
し
立
て
る
た
め
の
筋
の

通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
社
会
的
条
項
が
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被

告
ら
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
」）

405
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
原
告
（
転
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
転
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
転

借
人
・
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
こ
の
点
で
は
、
被
告

4

4

・4・

一
が

4

4

、4・

心
筋
梗
塞
に
な
っ
て
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

現
在

4

4

、4・

依
然
と

4

4

4

し
て

4

4

、4・

病
院
に
お
け
る
入
院
治
療
の
状
態
に
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
は
、
当
事
者
間
で
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
。
一
九
九
三
年
八
月
一
六
日
付
の
治
療
す

る
主
治
医
の
診
断
書
に
よ
っ
て
、
被
告
・
一
は
、
一
九
九
三
年
一
月
に
、
冠
状
血
管
の
心
臓
病
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
重
大
な
後
ろ
の
壁
の
梗
塞

（H
interw

andinfarkt

）
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。・
・
・
・
被
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、
彼
の
医
師
の
証
明
書
に
し
た
が
っ
て
、
仕
事
の
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4
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状
態
で
あ
り

4

4

4

4

4

、
目
下
の
と
こ
ろ
、
依
然
と
し
て
、
病
院
で
治
療
中
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
被
告

4

4

・4・

一
が
重
い
病
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
で
あ
っ
た
。
性
急
な
住
居
探
し
と
転
居
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

治
癒
の
経
過
を
妨
げ
う
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
・
一
が
病
床
に
あ
る
限
り
、
被
告
・
一
は
、
そ
の
他
の
点
で
は
、

住
居
を
探
す
と
き
、
お
よ
び
、
転
居
に
お
い
て
、
彼
の
妻
、
す
な
わ
ち
、
被
告
・
二
を
援
助
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
反
対
に
、
被
告
・
二
は
、

住
居
を
探
す
こ
と
、
お
よ
び
、
転
居
に
携
わ
っ
て
い
る
と
き
に
・
・
・
・
彼
女
の
夫
の
世
話
を
し
、
夫
を
援
助
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
当
裁

判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
原
告
、
お
よ
び
、
原
告
の
娘
の
利
益
は
、
さ
し
あ
た
り
、
被
告
ら
の
存
在
に
か
か
わ
る
利
益
の
背
後
に
退
い
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
住
居
を
探
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

ほ
か
の
住
居
に
転
居
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
正
当
な
利
益
を
考
慮

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
入
れ
て
も

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

当
裁
判
所
は
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
、
被
告
・
一
の
状
態

が
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
が
被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
ど
う
か
、
お
よ
び
、
い
つ
変
化
す
る
の
か
と
い

う
点
は
、
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

406
（

。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
転
借
人
）・
一
は
、
心
筋
梗
塞
に
な
っ
て
か
ら
、
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、

現
在
、
依
然
と
し
て
、
病
院
に
お
け
る
入
院
治
療
の
状
態
に
あ
り
、
仕
事
の
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
被
告
・
一
が
重
い
病
気
に
な
っ
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
性
急
な
住
居
探
し
と
転
居
は
、
治
癒
の
経
過
を
妨
げ
う
る
こ
と
、
③
ほ
か
の
住
居
を
探
し
、
ま
た
は
、
ほ
か
の
住
居
に

転
居
す
る
こ
と
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
原
告
（
転
貸
人
）
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
要
求
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
転
借
人
・
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
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第
一
二
に
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
地
方
裁
判
所
一
九
九
五
年
八
月
三
〇
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
65
】
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
地
方
裁
判
所
一
九
九
五
年
八
月
三
〇
日
判
決）

407
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

被
告
ら
は
、
特
に
、
被
告
・
妻
が
社
会
福
祉
事
業
対
象
者
で
あ
り
、
継
続
的
か
つ
包
括
的
な
世
話
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約

告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
原
告
ら
の
本
件
控
訴
は
、
成
果
が
な
か
っ
た
。・
・
・
・
被
告
ら
に
対
す
る
明
渡
請
求
の
た
め
の
要

件
は
、
満
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
、
原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
そ
れ
自
体
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表

示
に
お
い
て
は
、
そ
の
自
己
必
要
が
筋
道
立
て
て
説
明
さ
れ
て
い
た
・
・
・
・
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
社
会
的
条
項
が
、
両
方
の
本
件
解
約
告
知
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」）

408
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
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賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
す
で
に
区
裁
判
所
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
鑑
定
書
か
ら
、
転
居
す
る
こ
と
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
期
間
の
定
め
な
く
要
求
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
こ
と
が
、説
得
力
を
も
っ
て
判
明
し
た
。
そ
の
間
に
、被
告
・
妻
の
健
康
状
態
は
・・・・

な
お
明
白
に
悪
化
し
た
。
原
告
ら
も
、
被
告
・
妻
が
、
一
九
九
五
年
四
月
九
日
以
来
、『
家
庭
で
の
看
護
』
に
よ
っ
て
世
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
否

認
し
な
か
っ
た
。
一
九
九
五
年
八
月
九
日
付
の
『
家
庭
で
の
看
護
・
Ｄ
』
の
対
応
す
る
証
明
書
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
被
告

4

4

・4・

妻
は

4

4

、4・

社
会
福
祉
事
業
対
象
者
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

継
続
的
か
つ
包
括
的
な
世
話
を
必
要
と
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
、
被
告

4

4

・4・

妻4

は
、
体
の
手
入
れ
を

す
る
こ
と
、
服
を
着
た
り
脱
い
だ
り
す
る
こ
と
、
食
事
を
す
る
こ
と
の
よ
う
な
毎
日
生
じ
る
仕
事
を
自
分
自
身
で
行
う
状
態
に
は
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

失4

調
症

4

4

（inkontinent

）
で
も
あ
っ
た

4

4

4

4

4

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
証
明
書
か
ら
、
さ
ら
に
続
け
て
、
被
告

4

4

・4・

妻
は

4

4

、4・

毎
日
三
回
世
話
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

訪
問
さ
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、
裁
判
所
に
周
知
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
高
い
世
話
の
必
要
性
の
程
度
を
う
か
が
わ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

せ
た

4

4

。
当
裁
判
所
は
、
被
告
・
妻
に
か
か
わ
る
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
、
な
ら
び
に
、
両
方
の
被
告
ら
の
高
齢
、
お
よ
び
、
被
告
・
夫
の
争
わ
れ
て
い

な
い
健
全
で
な
い
健
康
状
態
に
か
ん
が
み
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
は
、
両
方
の
被
告
ら
に
と
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷

さ
を
意
味
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
援
助
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
は
、
決
定
的
に
、
社
会
的
条
項
の
適
用
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
と
き
に
、
当
事
者
の
ど
ち
ら
が
よ
り
健
全
で
な
い
健
康
状
態
を
示
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。
原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

自
分
自

4

4

4

身
で
そ
こ
に
居
住
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
必
要
と
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
庭
仕
事
等
々
が
、
本
件
建
物
に
と
も
に
居
住
す
る
と
こ
ろ
の
人
々
に
よ
っ
て

引
き
受
け
ら
れ
う
る
と
い
う
原
告
ら
の
利
益
は
、
き
わ
め
て
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
仕
事
の
た
め
に
、
現
在
と
も
同
じ
よ
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う
に
、
ほ
か
の
人
々
が
動
員
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
被
告
・
妻
の
健
康
状
態
が
い
つ
改
善
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
は
認
識
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
期
間
の
定
め
の
な
い

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

409
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）・
妻
は
、
社
会
福
祉
事
業
対
象
者
で
あ
り
、
継
続
的
か
つ
包
括
的
な
世
話
を
必
要
と
し
た

の
で
あ
り
、
毎
日
生
じ
る
仕
事
を
自
分
自
身
で
行
う
状
態
に
は
な
か
っ
た
し
、
失
調
症
で
も
あ
っ
た
こ
と
、
②
被
告
・
妻
は
、
毎
日
三
回
世
話
の
サ

ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
訪
問
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
き
わ
め
て
高
い
世
話
の
必
要
性
の
程
度
を
う
か
が
わ
せ
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、

③
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
自
分
自
身
で
そ
こ
に
居
住
す
る
た
め
に
、
本
件
住
居
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ

て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
三
に
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
四
年
五
月
六
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
66
】
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
四
年
五
月
六
日
判
決）

410
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃

貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
被
告
・
二
が
、
八
〇
歳
で
、
ほ
と
ん
ど
盲
目
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
新
た
な
環
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境
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
は
二
〇
〇
三
年
四
月
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
有
効
に
解
約
告
知
し
た

と
い
う
点
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
に
し
た
が
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
自
己
必
要
が
存
在
し

た
。・
・
・
・
し
か
し
、
被
告
・
一
は
、
賃
借
人
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
る
権
限

が
あ
っ
た
。
被
告
・
一
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被

告
・
一
と
と
も
に
本
件
住
居
に
お
い
て
生
活
す
る
と
こ
ろ
の
夫
で
あ
る
被
告
・
二
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
」）

411
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い

て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
・
二
が
八
〇
歳
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
す
で
に
三
〇
年
を
超
え
て
以
来
現
在
ま
で
ず
っ
と
存
続
し
て
い
る
こ

と
と
い
う
事
情
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
だ
け
で
・
・
・
・
特
別
な
苛
酷
さ
を
理
由
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
の
理
由
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
特
に
、

被
告
・
二
が
ど
れ
ほ
ど
長
い
間
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
は
、
周
知
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
被
告

4

4

・4・

二
の

4

4

高
齢
は

4

4

4

、4・

重
大
な
身
体
上
の
侵
害
と
重
な
り
合
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
証
人
・
Ｌ
博
士
は
、
二
〇
〇
三
年
八
月
二
六
日
の
期
日
に
お
け
る
尋
問
に
お
い
て
、
被
告

4

4

・4・

二
は

4

4

、
右
目
で
は
、
実
際
に
は
、
も
は
や
何
も
見
え
な
い
こ
と
を
証
言
し
た
。
右
目
は
盲
目
で
あ
っ
た
。
被
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

二
は

4

4

、4・

左
目
は

4

4

4

、
黄
斑
変
性
症

（M
akuladegeneration

）
で
あ
り
、
二
五
分
の
一
の
視
力
だ
け
を
も
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は
、
被
告
・
二
が
、
お
よ
そ
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
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お
い
て
、
板
の
上
の
大
き
な
文
字
を
言
い
当
て
る
こ
と
だ
け
は
で
き
る
が
、
正
し
く
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
被
告

4

4

・4・

二
は

4

4

、4・

そ4

の
家
具
設
備
を
熟
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
彼
に
周
知
の
空
間
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

勝
手
が
わ
か
る
こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
・
二
は
、
た
と
え
ば
、
ど

こ
に
窓
が
あ
る
の
か
が
わ
か
っ
て
い
た
し
、
そ
の
こ
と
を
光
が
差
し
込
む
こ
と
に
も
と
づ
い
て
認
識
も
で
き
た
。
被
告

4

4

・4・

二
は

4

4

、4・

現
在
の
周
辺
の
地

4

4

4

4

4

4

4

域
に
お
け
る
彼
の
認
識
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

階
段
室
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

本
件
建
物
が
そ
れ
に
接
し
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
道
路
側
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

次4

の
横
断
す
る
通
り
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
建
物
の
壁
に
沿
っ
て
手
探
り
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

独
力
で
自
分
自
身
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な
環

4

4

4

4

境
に
お
い
て
可
能
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し
、
被
告
・
二
に
と
っ
て
、
彼
に
周
知
の
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、
通
り
を
横
切
り
、
通
り
の
名
前
を
読

み
、
ま
た
は
、
交
通
信
号
灯
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
被
告

4

4

・4・

二
は

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

付
添
人
に
頼
ら
ざ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

を
得
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

。
被
告
・
二
の
高
齢
お
よ
び
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
二
に
お
い
て
は
、
思
考
の
過
程
お
よ
び
受
入
れ
の
過
程
に
お
い
て
、

あ
る
程
度
の
遅
れ
が
存
在
し
た
。・
・
・
・

　

区
裁
判
所
の
判
決
に
お
け
る
論
述
に
し
た
が
っ
て
、
判
決
を
下
し
た
裁
判
官
は
、
当
該
証
言
の
正
し
さ
、
完
全
さ
、
お
よ
び
、
誠
実
さ
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
疑
念
も
持
た
な
か
っ
た
。
当
部
は
、
こ
の
信
頼
す
る
に
足
る
判
断
を
疑
う
動
機
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
証
人
・
Ｌ
博
士
の
証
言
を
基

礎
と
し
て
用
い
る
場
合
に
、
区
裁
判
所
の
判
決
に
お
け
る
論
述
に
反
し
て
、
転
居
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

二
の
生
活
状
態
を

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の

4

4

4

4

4

4

4

4

意
味
に
お
け
る
社
会
的
な
苛
酷
さ
が
存
在
す
る
ほ
ど
重
大
に
悪
化
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
・
二
は
、

目
下
の
と
こ
ろ
、
現
在
の
周
辺
の
地
域
に
つ
い
て
の
彼
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
、
な
お
、
他
人
の
援
助
な
し
に
、
階
段
室
に
お
い
て
、
お
よ
び
、
本

件
建
物
が
そ
れ
に
接
し
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
道
路
側
に
お
い
て
、
次
の
横
断
す
る
通
り
ま
で
、
本
件
建
物
の
壁
に
沿
っ
て
手
探
り
で
、
自
分
自
身

を
方
向
づ
け
る
状
態
に
あ
っ
た
。（
し
か
し
、）
こ
の
こ
と
は
、
新
た
な
環
境
に
お
い
て
、
被
告
・
二
に
と
っ
て
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
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果
、
被
告
・
二
の
諸
関
係
に
関
し
て
自
分
で
決
め
る
こ
と
の
大
部
分
が
、
被
告
・
二
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
新

た
な
住
居
が
か
つ
て
の
住
居
と
同
じ
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
転
居
に
よ
っ
て
、
新
た
な
住
居
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
が
、
被
告
・

二
に
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
、
被
告
・
二
に
お
い
て
は
、
彼
の
高
齢
と
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
新
た
な
住
居
に
お
い
て
勝
手
が

わ
か
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
と
こ
ろ
の
思
考
の
過
程
お
よ
び
受
入
れ
の
過
程
に
お
け
る
あ
る
程
度
の
遅
れ
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
新
た
な
住
居
を
知
る
に
至
る
こ
と
は
、
区
裁
判
所
が
述
べ
た
よ
う
に
、『
あ
る
程
度
負
担
を
か
け
る
』、
と
評
価
さ

れ
う
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
新
た
な
住
居
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

二
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

病
気
と
結
び
つ
い
た
彼
の
高
齢
に
も
と
づ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
て

4

4

、4・

本
件
住
居
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
を
凌
駕
す
る
と
こ
ろ
の
重
要
な
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
ら
な
い
ほ
ど

4

4

4

4

4

4

、4・

高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
行
為

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（K
raftakt

）
を
要
求
す
る

4

4

4

4

4

で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
、
原
告
は

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
本
件
住
居

4

4

4

4

4

4

4

4

に4

、4・

一
年
中
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む
し
ろ

4

4

4

、4・

お
よ
そ
半
年
だ
け
居
住
し
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

彼
の
居
住
地
を
ベ
ル
リ
ン
に
戻
す
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
う
決
心
を
す
る
前
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
ヶ
月
だ
け

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
に
加
え
て
全
く
同
じ
様
式
の
住
居
を
さ
ら
に
続
け
て
賃
貸
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら

れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
被
告
・
一
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
原
告
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の

利
益
を
明
白
に
凌
駕
す
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）
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。

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）・
二
の
高
齢
は
、
重
大
な
身
体
上
の
侵
害
と
重
な
り
合
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
②

被
告
・
二
は
、
右
目
は
盲
目
で
あ
っ
た
し
、
左
目
は
二
五
分
の
一
の
視
力
だ
け
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
③
被
告
・
二
は
、
そ
の
家
具

設
備
を
熟
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
彼
に
周
知
の
空
間
に
お
い
て
、
な
お
、
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
現
在
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
彼
の

認
識
に
も
と
づ
い
て
、
階
段
室
に
お
い
て
、
お
よ
び
、
本
件
建
物
が
そ
れ
に
接
し
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
道
路
側
に
お
い
て
、
次
の
横
断
す
る
通
り
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ま
で
、
本
件
建
物
の
壁
に
沿
っ
て
手
探
り
で
、
独
力
で
自
分
自
身
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
新
た
な
環
境
に
お

い
て
可
能
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
④
被
告
・
二
は
、
原
則
と
し
て
、
付
添
人
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
⑤
転
居
す
る
こ
と
は
、
被
告
・
二

の
生
活
状
態
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
味
に
お
け
る
社
会
的
な
「
苛
酷
さ
」
が
存
在
す
る
ほ
ど
重
大
に
悪
化
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
出
発
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
⑥
新
た
な
住
居
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
は
、
被
告
・
二
に
と
っ
て
、
病
気
と
結
び
つ
い
た
彼
の
高
齢
に

も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
を
凌
駕
す
る
と
こ
ろ
の
重
要
な
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由

か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
行
為
を
要
求
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
⑦
原
告
は
、
被
告
ら
の

本
件
住
居
に
、
一
年
中
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
お
よ
そ
半
年
だ
け
居
住
し
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
原
告
は
、
彼
の
居
住
地
を
ベ
ル
リ
ン

に
戻
す
と
い
う
決
心
を
す
る
前
に
、
二
ヶ
月
だ
け
、
本
件
住
居
に
加
え
て
全
く
同
じ
様
式
の
住
居
を
さ
ら
に
続
け
て
賃
貸
し
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、

賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
四
に
、
ア
ー
ヘ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
九
月
二
八
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
67
】
ア
ー
ヘ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
九
月
二
八
日
判
決）
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（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
・
一
は
、
一
九
九
八
年
九
月
一
六
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
も
っ
て
、
期
間
の
定
め
な
く
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
建
物
（
一
世

帯
用
住
宅
）
を
賃
借
し
た
。
被
告
・
一
は
、
彼
女
の
息
子
ら
、
被
告
・
二
、
お
よ
び
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
と
こ
ろ
の
息
子
・
Ｓ
と
と
も
に
、
本
件



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
七
）

356

建
物
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
は
、二
〇
〇
三
年
七
月
二
三
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」を
理
由
と
し
て
、二
〇
〇
四
年
三
月
三
一
日
付
で
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
被
告
・
一
は
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
の
夫
は
、
両
方
の
ひ
ざ
と
左
足
の
関
節
症
に
も
と
づ
い
て
、
苦
痛
の
な
い
歩
行
、
特
に
、

階
段
を
の
ぼ
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
の
現
在
の
住
居
で
は
な
く
、
一
階
に
居
住
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
原
告
の
息
子
・
Ｍ
は
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
建
物
に
一
緒
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
息
子
・
Ｍ
は
、
視
力
障
害
に
も
と

づ
い
て
、
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
障
害
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
・
一
は
、
原
告
の
「
自
己
必
要
」
に
つ
い
て
の
理
由
を
否
認
し
た
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
転
居

す
る
こ
と
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
被
告
・
一
の
息
子
・
Ｓ
は
、
精
神
的
に
も
、
身
体
的
に
も
、
障
害
が
あ

っ
た
。
息
子
・
Ｓ
は
、
初
期
の
子
供
の
自
閉
症
に
苦
し
ん
で
い
た
。
被
告
・
一
お
よ
び
障
害
の
あ
る
息
子
の
た
め
に
適
当
な
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
、

き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
す
で
に
本
件
建
物
の
賃
借
時
に
、
被
告
・
一
は
、
そ
う
す
る
つ
も
り
で
あ
る
限
り
、
本
件
建
物
に
居
住
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
、
原
告
に
よ
っ
て
確
約
さ
れ
て
い
た
。
住
居
の
交
替
は
、
息
子
・
Ｓ
に
と
っ
て
、
彼
の
発
育
の
衰
退
と
後
退
に
行
き
着
く
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
息
子
・
Ｓ
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
を
傷
つ
け
る
行
動
、
お
よ
び
、
食
事
の
拒
絶
が
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。

　

ま
ず
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
一
項
お
よ
び
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
有
効
で
あ
っ
た
。

　

本
件
解
約
告
知
は
、
特
に
、
原
告
の
夫
の
病
気
に
依
拠
し
た
。
原
告
の
夫
は
、
苦
痛
を
と
も
な
う
関
節
症
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
建
物
内
の
多
く
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の
階
段
を
う
ま
く
の
ぼ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
よ
り
大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。
現
地
見
分
は
、
原
告
の
住
居
が
複
数
の
階
層
に
わ
た

っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
階
段
を
の
ぼ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
専
門
的
知
識
の
あ
る
証
人
・
Ｗ
博
士
と
Ｆ
博
士
の
書
面

に
よ
る
証
言
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
の
夫
の
少
な
か
ら
ぬ
健
康
の
侵
害
が
判
明
し
た
。
Ｓ
教
授
・
博
士
の
専
門
整
形
外
科
の
所
見
報
告
は
、
そ
の
病

気
の
結
果
と
し
て
、
階
段
を
の
ぼ
る
こ
と
に
よ
る
重
大
な
侵
害
を
確
認
し
、
一
階
に
居
住
す
る
可
能
性
を
得
る
こ
と
を
長
期
的
に
必
要
で
あ
る
、
と

判
断
し
た
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
、
原
告
の
現
在
の
住
居
に
お
い
て
可
能
で
は
な
く
、
そ
れ
に
反
し
て
、
被
告
・
一
は
、
彼
女
の
息
子
ら
と
と
も

に
、
こ
の
点
で
は
よ
り
よ
く
適
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
世
帯
用
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
被
告
・
一
の
息
子
・
Ｓ
の
重
大
な
障
害
が
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｊ
博
士
の
鑑
定
書
に
つ

い
て
の
原
告
の
抗
弁
を
顧
慮
し
て
も
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
重
大
な
障
害
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の
障
害
は
、
州
立
病

院
に
お
け
る
子
供
と
青
少
年
の
精
神
科
・
精
神
療
法
科
の
長
と
し
て
膨
大
な
実
務
経
験
を
も
有
し
た
と
こ
ろ
の
鑑
定
人
の
申
立
て
に
も
と
づ
い
て
、

明
白
な
病
状
を
も
と
に
し
て
、
難
な
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
鑑
定
人
が
述
べ
た
よ
う
に
、
息
子
・
Ｓ
が
わ
が
家
の
熟
知
し
て
い
る
環
境
を

替
え
る
こ
と
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
こ
と
は
、
息
子
・
Ｓ
に
と
っ
て
、
重
大
に
不
都
合
な
精
神
的
な
結
果
を
有
す
る
だ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
転
居
の
と
き
に
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
鑑
定
人
は
、
医
学
的
な
見
地
か
ら
、
障
害
者
の
作
業
場
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
は
、

住
居
共
同
体
を
つ
く
っ
て
い
る
集
団
へ
の
転
居
と
同
時
に
現
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、と
考
え
た
。他
の
方
法
で
の
や
り
方
は
、鑑
定
人
に
よ
っ
て
、

息
子
・
Ｓ
の
健
康
状
態
を
顧
慮
し
て
、
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
助
言
さ
れ
た
。
鑑
定
人
は
精
確
な
時
点
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
し

か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
通
常
、
た
と
え
ば
、
息
子
・
Ｓ
が
二
〇
歳
で
あ
る
と
き
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
見
通
し
と

し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
に
、
鑑
定
人
は
、
息
子
・
Ｓ
の
転
居
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
精
神
病
の
治
療
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の
必
然
性
に
行
き
着
き
う
る
と
こ
ろ
の
重
大
な
精
神
的
な
結
果
を
有
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
精
神
的
な
適
応
障
害
な

し
に
新
た
な
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
障
害
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
息
子
・
Ｓ
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
判
明
し
た
。
そ

の
よ
う
な
困
難
は
、
意
図
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
新
し
い
環
境
に
順
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
か
つ
、
十
分
な
長
期
間
の
準
備
を
も
っ
て
の
み
、
克

服
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鑑
定
人
の
見
地
か
ら
は
、
計
画
さ
れ
た
や
り
方
（
学
校
を
終
え
る
こ
と
、
住
居
共
同
体
を
つ
く
っ
て

い
る
集
団
へ
の
転
居
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
作
業
場
に
お
け
る
活
動
）
が
、
適
当
な
措
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

被
告
・
一
の
息
子
・
Ｓ
に
と
っ
て
の
こ
の
よ
う
な
結
果
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
原
告
の
夫
の
健
康
上
の
苦
痛
、
お
よ
び
、
原
告
の
所
有
権
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
限
り
で
は
、
息
子
・
Ｓ
に
と
っ
て
の
あ
ら
か
じ
め
の
転
居
が
も
た
ら
す
重
大
な
健
康
上
の
帰
結
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
原
告
は
、
少
な
く
と
も
、
過
渡
的
に
、
原
告
の
夫
と
と
も
に
、
一
階
の
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
こ
の
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ぬ
費
用
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
他
方
に
お
い
て
、
原
告
自
身
は
、
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
、

そ
の
営
業
所
の
北
の
Ｚ
に
存
在
す
る
現
在
の
住
居
が
、
原
告
の
夫
の
間
も
な
い
引
退
の
と
き
に
、
賃
貸
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
原
告
の
息
子

が
そ
の
一
階
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
そ
の
賃
貸
の
結
果
と
し
て
、
収
入
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
他
の
点
で
は
、

被
告
ら
に
よ
っ
て
本
件
住
居
が
さ
ら
に
続
け
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、
同
じ
く
、
賃
料
収
入
が
原
告
に
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

も
っ
て
、
ほ
か
の
住
居
の
賃
借
お
よ
び
転
居
か
ら
生
じ
る
経
済
的
な
負
担
が
少
な
く
と
も
部
分
的
に
緩
和
さ
れ
う
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
の
息
子
ら
と
共
同
で
の
原
告
の
夫
の
事
業
活
動
の
拡
張
も
ま
た
、
本
件
に
お
い
て
、
そ
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

異
な
る
結
果
に
行
き
着
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
二
〇
〇
八
年
の
終
わ
り
ま
で
、
こ
れ
ま
で
の
条
件
で
継
続
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
控
訴
は
、
許
容
し
う
る
。・
・
・
・
し
か
し
、
本
件
控
訴
は
、
成
果
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

414
（

、
と

判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
区
裁
判
所
に
よ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
異
議
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

環
境
が
変
わ
っ
た
場
合
に
態
様
の
退
行
と
重
大
な
主
観
的
な
苦
し
み
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
障
害
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
自
閉
症
患
者
の
適
応
の
困
難
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予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
健
康
上
の
侵
害
に
は
、
当
然
、
大
き
な
重
要
さ

が
帰
属
す
る
。
そ
の
場
合
に
、
特
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
早
期
の
終
了
は
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こ
と
も
ま
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、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
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ば
な
ら
な
か
っ
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。
こ
の
こ
と
は

4
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4

、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、
障4

害
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
適
応
の
困
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さ
に
も
と
づ
い
て
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。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
本
件
に
お
い
て
、
付
き
添
っ
て
い
く
特
別
な

世
話
に
よ
っ
て
も
、
是
認
で
き
る
程
度
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
自
閉
症
の
息
子
に
と
っ
て
の
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
転
居

の
結
果
に
関
し
て
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
鑑
定
人
の
確
定
の
正
し
さ
に
つ
い
て
、
疑
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
特
に
、
被
告
・
一
の
息
子

が
、
一
九
九
八
年
の
転
居
を
う
ま
く
処
理
し
た
し
、
鑑
定
人
の
現
時
の
確
定
に
反
し
て
よ
り
抵
抗
力
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
た
め
の
根
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拠
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
の
自
己
必
要
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
っ
た
。
原
告
お
よ
び
原
告
の
夫
が
階
段
を
の
ぼ
る
と
き
に
困
難
さ
を
も
ち
、
そ
の
こ
と
か
ら
、

彼
ら
に
と
っ
て
、
一
階
の
住
居
に
転
居
す
る
こ
と
が
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
事
情
も
ま
た
、
区
裁
判
所
に
よ
っ
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
賃
借
人
ら
の
側
に
お
け
る
と
は
異
な
っ
て

4
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す
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4
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こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
先
の
見
通
し
と
し
て
は
、
原
告
お
よ
び
原
告
の
夫
が
、
現
在
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
建
物

に
入
居
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
現
在
の
住
居
か
ら
退
去
し
、
そ
の
場
合
に
、
本
件
建
物
か
ら
の
賃
料
収
入
を
放
棄
し
、
し
か
し
、
自
分
自
身
も
賃
料

を
支
払
わ
な
い
の
か
、
ま
た
は
、
原
告
ら
が
比
較
で
き
る
住
居
を
賃
借
し
、
し
か
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
本
件
建
物
か
ら
の
賃
料
収
入
を
も
保
持
す

る
の
か
と
い
う
点
は
、
経
済
的
に
、
重
大
な
相
違
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
原
告
お
よ
び
原
告
の
夫
は
、
両
方
の
場
合
に
お
い
て
、
現
在
彼
ら
に
よ

っ
て
居
住
さ
れ
た
建
物
か
ら
退
去
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
建
物
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
事
業
空
間
と
居
住
空
間
を
備
え
た
状
態
で
一
体
を
な
す

も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
う
る
し
、
そ
の
結
果
、
営
業
お
よ
び
そ
の
他
の
親
族
の
利
益
は
害
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
」）

415
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
環
境
が
変
わ
っ
た
場
合
に
態
様
の
退
行
と
重
大
な
主
観
的
な
苦
し
み
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
障
害
に
条
件
づ

け
ら
れ
た
自
閉
症
患
者
（
被
告
（
賃
借
人
）・
一
の
息
子
）
の
適
応
の
困
難
さ
は
、Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
「
苛
酷
さ
」
で
あ
る
こ
と
、

②
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
早
期
の
終
了
は
、
結
果
と
し
て
、
自
閉
症
の
息
子
が
相
対
的
に
短
い
期
間
内
に
二
度
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
（
一
度
目
は
、
現
在
の
本
件
住
居
か
ら
の
転
居
、
二
度
目
は
、
そ
れ
か
ら
、
住
居
共
同
体
を
つ
く
っ
て
い
る
集
団
へ
の
転
居
で
あ
る
）
を
と
も

な
う
が
、
こ
の
こ
と
は
、
障
害
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
適
応
の
困
難
さ
に
も
と
づ
い
て
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
③
賃
借
人
ら

の
側
に
お
け
る
と
は
異
な
っ
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
お
よ
び
原
告
の
夫
は
、
一
階
の
住
居
の
一
時
的
な
賃
借
を
も
っ
て
、
な
ん
と
か
す
る
こ
と
が
で



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
三
・
四
号
（
二
〇
二
二
年
　
三
月
）

361

き
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

二　

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て

の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
は
多
い
。
そ
こ
で
、
次
に
、
そ
れ
ら
の
裁
判
例
を
考
察
も
し
く
は
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ミ
ー
ス
バ
ッ
ハ
区
裁
判
所
一
九
七
九
年
二
月
二
二
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
68
】
ミ
ー
ス
バ
ッ
ハ
区
裁
判
所
一
九
七
九
年
二
月
二
二
日
判
決）

416
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
三
人
家
族
で
あ
り
、
固
有
の

子
供
部
屋
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
ひ
と
り
の
子
供
を
も
っ
て
い
た
。
原
告
の
現
在
の
住
居
は
、
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

原
告
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、被
告
ら
は
、被
告
・
二
の
生
命
・

身
体
・
健
康
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
当
裁
判
所
は
・
・
・
・
期
間
の
定
め
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
条
件
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
命
じ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

原
告
は
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
自
己
必
要
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
原
告
の
現
在

の
住
居
は
、
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
の
本
件
住
居
は
、
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
三
人
家
族

で
あ
り
、
固
有
の
子
供
部
屋
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
ひ
と
り
の
子
供
を
も
っ
て
い
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
（
の
適
用
）
に
関
し
て
、
明
渡
し
の
請

求
の
た
め
に
は
、
筋
の
通
る
理
由
だ
け
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
差
し
迫
っ
た
理
由
が
存
在
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
し
か
し
、）
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
被
告
ら
の
異
議
は
、
権
限
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
」）

417
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃

借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
病
気
は
、
正
当
な
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
を
意
味
し
う
る
。
転
居
す
る
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
病
気
の
経
過

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

そ
の
治
癒
に
不
利
な
影
響

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
も
た
ら
す
場
合

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
は
す
で
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
う
る
。
も
っ
と
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

生
命
の
危
険

4

4

4

4

4

（4・

を
も
た
ら
す
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

）4・

が
要
求
さ

4

4

4

4

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

鑑
定
人
が
彼
の
鑑
定
書
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
被
告
・
二
は
、
特
に
、
素
質
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
高
血
圧
症
、
お
よ
び
、
心
臓
の
硬
化
症
に

苦
し
ん
で
い
た
。
鑑
定
人
は
、
被
告
・
二
の
過
度
に
高
い
血
圧
に
お
い
て
、
心
臓
の
状
態
を
考
慮
に
入
れ
て
、
卒
中
発
作
の
よ
う
な
相
互
の
合
併
症

が
、
ま
た
、
精
神
的
な
負
担
も
、
い
つ
で
も
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
合
併
症
の
危
険
は
、
対
応

す
る
神
経
的
な
負
担
に
お
い
て
、
本
質
的
に
、
よ
り
高
く
見
積
も
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
被
告

4

4

・4・

二
は

4

4

、4・

生
命
の
危
険
な
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
分
自

4

4

4
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身
で

4

4

、4・

労
働
力
を
利
用
し
て
転
居
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
被
告
・
二
の
精
神
的
な
状
態
が
ひ
と
つ
の
役
割
を
演
じ
う
る
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
鑑
定
人
は
、
被
告
・
二
が
抑
鬱
性
で
あ
る
、
と

述
べ
た
。
被
告
・
二
の
病
気
に
か
か
わ
る
家
族
の
重
荷
は
、
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
当
該
鑑
定
書
に
お
い
て
、
明
確
に
言
及
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
」）

418
（

。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
転
居
す
る
こ
と
が
、
そ
の
病
気
の
経
過
、
お
よ
び
、
そ
の
治
癒
に
不
利
な
影
響
を
も
た
ら
す
場
合
、
転
居
は
す

で
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
う
る
。
も
っ
と
も
、
生
命
の
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ

た
う
え
で
、
②
被
告
（
賃
借
人
）・
二
の
病
気
（
素
質
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
高
血
圧
症
、
心
臓
の
硬
化
症
、
お
よ
び
、
抑
鬱
性
で
あ
る
こ
と
）
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
被
告
・
二
は
、
生
命
の
危
険
な
し
に
、
自
分
自
身
で
、
労
働
力
を
利
用
し
て
転
居
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
重

要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
１
お
よ
び
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
二
月
一
三

日
判
決）

419
（

（
裁
判
例
【
22
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
自
己
の
所
有
権
を
行
使
し
て
自
由
な
人
生
の
形
成
に
対
す
る
権
利
を
有
す

る
も
の
の
、
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
重
大
な
心
臓
病
で
あ
り
、
狭
心
症
の
発
作
に
苦
し
み
、
そ
の
結
果
、
強
制
さ
れ
た
住
居
の
交
替
は
、
そ
の

健
康
状
態
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
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第
三
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
九
月
二
二
日
判
決）

420
（

（
裁
判

例
【
17
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
住
居
は
当
該
家
族
に
よ
る
な
お
こ
れ
以
上

の
暫
定
的
な
利
用
が
完
全
に
要
求
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
狭
く
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
長
い
居
住
期
間
に
も
と
づ
い
て
そ

の
居
住
地
域
に
強
く
定
着
し
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
、
高
齢
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
そ
の
健
康
が
損
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
（
リ
ュ
ー
マ
チ
に
苦
し
ん
で
い

た
し
、
歩
行
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
）
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
コ
ー
ブ
レ
ン
ツ
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
月
一
四
日
判
決）

421
（

（
裁
判

例
【
18
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
自
己
必
要
」
に
依
拠
し
た
と
こ
ろ
の
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
解
約
告
知
は
そ
れ
自
体
有
効
で

あ
っ
た
も
の
の
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
よ
っ
て
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
母
親
ら
は
、
高
齢
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
二
人
と
も
、
重
大
な

慢
性
的
な
病
気
に
な
っ
て
お
り
、
転
居
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
確
実
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
で
あ
る
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
母
親
ら
の
健
康
状
態
の

重
大
な
悪
化
を
必
然
的
に
と
も
な
う
で
あ
ろ
う
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
二
月
七
日
判
決）

422
（

（
裁
判

例
【
23
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
自
己
の
所
有
権
を
利
用
し
、
本
件
住
居
を
原
告
の
息
子
に
自
由
に
使
わ
せ

る
と
い
う
権
利
を
も
つ
も
の
の
、
証
人
は
原
告
の
息
子
も
ま
た
そ
こ
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
十
分
に
広
い
住
居
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
癌
に
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
強
く
損
な
わ
れ
た
精
神
的
な
状
態
に
お
い
て
、
な
お
住
居
の
交
替
と
い
う
負
担
に
さ

ら
さ
れ
る
場
合
に
、
自
殺
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し

た
の
で
あ
る
。

　

第
六
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑵
の
①
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
九
六
年
四
月
二
五
日
判
決）

423
（

（
裁
判
例
【
37
】）

を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
区
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
本
件
解
約
告
知
に
つ
い
て
「
正
当
な
利
益
」
を
有
し
た
も
の
の
、
本
件
住
居

を
競
売
に
も
と
づ
い
て
買
い
受
け
た
と
き
に
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
し
、
本
件
建
物
に
お
い
て
競
売
の
た

め
に
提
供
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
も
う
ひ
と
つ
の
住
居
は
空
い
て
い
た
の
に
対
し
て
、
被
告
は
、
そ
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
か
な
り

前
か
ら
、
も
は
や
本
件
住
居
を
離
れ
な
か
っ
た
し
、
被
告
の
息
子
お
よ
び
孫
の
世
話
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
被
告
の
願
望
に
反
し
て
い

つ
も
の
被
告
の
生
活
環
境
か
ら
被
告
を
引
き
離
す
こ
と
は
、
生
命
の
脅
威
ま
で
の
被
告
の
健
康
状
態
の
な
お
こ
れ
以
上
の
悪
化
を
結
果
と
し
て
と
も

な
う
と
い
う
危
険
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
七
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑵
の
③
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ボ
ー
フ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
九
九
年
三
月
一
六
日
判
決）

424
（

（
裁
判
例
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【
46
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、地
方
裁
判
所
は
、一
方
に
お
い
て
、原
告（
賃
貸
人
）は
、本
件
住
居
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
部
屋
の
明
渡
し
に
つ
い
て
、「
正

当
な
利
益
」
を
有
し
た
も
の
の
、
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
か
ん
が
み
る
と
、
賃
貸
人
の
利
益
に
は
よ
り
少
な
い
重
要
さ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
そ
の
視
力
が
強
く
制
限
さ
れ
、
重
大
な
循
環

障
害
お
よ
び
血
行
不
全
が
存
在
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
、
よ
り
高
齢
で
あ
る
た
め
に
、
い
く
ば
く
か
の
確
実
性
を
も
っ
て
、
世
話
と
援
助
の
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
し
た
こ
と
、
②
世
話
人
・
援
助
人
が
、
比
較
的
長
い
期
間
本
件
住
居
に
滞
在
す
る
場
合
に
、
三
つ
と
半
分
の
部
屋
で
一
一
六
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
さ
と
い
う
本
件
住
居
の
現
在
の
様
式
に
お
い
て
、
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
住
居
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
部
屋
を
原
告
に
手
放
す

こ
と
は
、
被
告
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
③
被
告
の
病
気
は
、
な
お
こ
れ
以
上
現
実
化
し
、
継
続
的
な
世
話
と
持
続
的
な
監
督
が
必
要

で
あ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
④
被
告
は
、
過
去
に
お
い
て
、
す
で
に
二
度
、
原
告
に
譲
歩
し
、
屋
階
に
お
け
る
屋
根
裏
部
屋
お
よ
び
広
い
地
下

室
を
明
け
渡
し
、
な
お
こ
れ
以
上
の
利
用
を
放
棄
し
た
こ
と
か
ら
、
今
や
、
被
告
の
健
康
状
態
お
よ
び
高
齢
に
お
い
て
、
も
は
や
、
よ
り
以
上
の
も

の
は
、
被
告
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
八
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑵
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
区
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
九
月
二
六
日
判
決）

425
（

（
裁
判
例

【
44
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
区
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
原
告
の

兄
弟
の
現
在
の
健
康
状
態
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
限
り
は
、
原
則
と
し
て
、
有
効
で
あ
っ
た
も
の
の
、
①
本
件
住
居
は
、
原
告
の
兄
弟
に
と
っ
て
、
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長
い
間
に
は
、
左
足
の
血
行
不
全
が
進
捗
し
、
よ
り
長
期
的
に
原
告
の
兄
弟
を
車
い
す
に
強
い
る
だ
ろ
う
限
り
、
適
当
で
は
な
く
な
る
こ
と
、
②
本

件
建
物
に
所
在
す
る
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
本
件
住
居
の
隣
の
賃
借
人
が
そ
の
住
居
か
ら
退
去
す
る
心
構
え
を
し
て
い
る
こ
と
が
原
告
に
周
知
で
あ

っ
た
た
め
に
、
本
件
住
居
で
は
な
く
、
そ
の
住
居
が
原
告
の
兄
弟
に
自
由
に
使
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
他
方
に
お
い

て
、
区
裁
判
所
は
、
①
本
件
建
物
の
別
の
住
居
に
居
住
す
る
と
こ
ろ
の
被
告
・
一
の
高
齢
（
九
三
歳
）
の
母
親
は
、
そ
の
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、

被
告
・
一
の
精
力
的
な
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
②
そ
の
つ
ど
必
要
に
な
る
被
告
・
一
の
母
親
の
援
助
お
よ
び
世
話
の
た
め
に
、
被

告
ら
は
、
被
告
・
一
の
母
親
の
す
ぐ
近
く
に
居
住
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
数
年
を
超
え
て
す
で
に
実
証
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
被
告
・
一

の
母
親
と
被
告
ら
の
間
の
本
件
建
物
に
お
け
る
健
全
な
生
活
共
同
体
は
、
被
告
ら
の
転
居
の
あ
と
で
、
対
応
す
る
良
好
な
質
を
と
も
な
っ
て
、
再
び

作
り
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
九
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ボ
ー
フ
ム
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
二
月
一
六
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
69
】
ボ
ー
フ
ム
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
二
月
一
六
日
決
定）

426
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
ら
は
、
一
九
六
七
年
一
一
月
一
日
か
ら
、
地
下
室
と
車
庫
と
と
も
に
、
四
つ
の
部
屋
、
台
所
、
廊
下
、
浴
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

の
本
件
建
物
の
一
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
開
始
以
来
、
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
に
お
い
て
生
活
し

て
い
た
。
被
告
ら
は
、
現
在
、
四
四
六
ユ
ー
ロ
五
九
セ
ン
ト
の
金
額
に
お
け
る
賃
料
を
支
払
っ
て
い
た
。
被
告
（
妻
）
は
、
一
九
二
〇
年
九
月
二
七
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日
生
ま
れ
で
あ
り
、
被
告
（
夫
）
は
、
一
九
二
五
年
一
月
一
七
日
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
、
競
売
手
続
き
に
お
い
て
、
本
件
住
居
を
買
い
受
け
た
。
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
一
日
付
の
分
割
の
意
思
表
示
を
も
っ
て
、
地
下
室
お
よ

び
車
庫
と
一
緒
に
、
一
階
の
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
所
有
権
が
、
原
告
に
譲
渡
さ
れ
た
。
登
記
簿
へ
の
登
記
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
六
日
に
行
わ

れ
た
。

　

原
告
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借

関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
四
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
な
ら
び
に
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
七
日
付
の
被
告
ら
の
訴
訟

代
理
人
の
書
面
を
も
っ
て
、
こ
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
原
告
が
所
有
権
者
と
し
て
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
あ
と
で
、
原
告
は
、
も
う
一
度
、

二
〇
〇
六
年
六
月
三
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を

解
約
告
知
し
た
。
被
告
ら
は
、
こ
の
解
約
告
知
に
も
異
議
を
述
べ
た
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
被
告
ら
の
状
況
は
長
期
間
の
本
件
住
居
へ
の
結
び
つ
き
に
も
と
づ
い
て
簡
単
で
は
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
原
告
は
、
彼
の
妻
、
お
よ
び
、
一
九
九
二
年
と
一
九
九
五
年
に
生
ま
れ
た
彼
の
子
供
ら
、
す
な
わ
ち
、
ひ
と

り
の
娘
と
ひ
と
り
の
息
子
と
と
も
に
、
三
つ
の
部
屋
、
台
所
、
お
よ
び
、
浴
室
を
も
っ
た
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
子
供
ら
は
、
一
四
平
方
メ
ー
ト

ル
の
居
住
面
積
を
も
っ
た
ひ
と
つ
の
部
屋
を
分
か
ち
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
原
告
の
子
供
ら
は
、
そ
の
つ
ど
、
自
分
自
身
の
部

屋
を
自
由
に
使
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
の
妻
も
、
彼
女
の
趣
味
、
す
な
わ
ち
、
絵
を
描
く
こ
と
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

に
、
自
分
自
身
の
部
屋
を
必
要
と
し
た
。
被
告
ら
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
た
本
件
住
居
は
、
請
求
さ
れ
た
明
渡
し
の
あ
と
で
、
階
段
を
用
い
て
寝
室
と

し
て
役
立
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
の
地
下
室
へ
の
結
び
つ
き
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
居
住
面
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積
に
拡
張
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
建
築
許
可
手
続
き
は
、
す
で
に
、
始
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
は
、
原
告
の
現
在
の
住
居

と
異
な
っ
て
、
庭
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
は
、
信
用
貸
し
に
よ
っ
て
融
資
さ
れ
た
本
件
住
居
の
買
受
け
の
結
果
と
し
て
、
経
済
的

に
、
原
告
の
現
在
の
住
居
の
た
め
の
賃
料
、
お
よ
び
、
買
い
受
け
た
本
件
住
居
の
融
資
費
用
を
支
払
う
状
態
に
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
原
告
は
、
マ

イ
ホ
ー
ム
の
手
当
を
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
を
自
分
自
身
で
利
用
す
る
場
合
に
の
み
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
は
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住
面
積
だ
け
を
示
し
、
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
へ
の
拡
張
は
可
能
で
は
な

い
と
述
べ
た
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
ら
は
、
健
康
を
強
く
損
な
わ
れ
て
い
た
。
被
告
（
夫
）
は
、
転
移
す
る
前
立
腺

症
候
群
に
苦
し
み
、
そ
の
た
め
に
、
何
度
か
手
術
さ
れ
た
。
ま
た
、
被
告
（
妻
）
は
、
高
血
圧
症
に
苦
し
み
、
一
九
九
九
年
か
ら
は
、
癌
の
病
気
に

苦
し
ん
で
い
た
。
被
告
（
妻
）
は
、
ほ
と
ん
ど
盲
目
で
あ
り
、
な
お
、
彼
女
の
視
力
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
を
も
ち
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
未
知
の
環

境
に
お
い
て
、
完
全
に
、
自
己
の
位
置
づ
け
の
で
き
な
い
、
頼
る
も
の
の
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
の
高
齢
お
よ
び
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、

本
件
住
居
の
喪
失
、
お
よ
び
、
い
ず
れ
に
し
て
も
諸
々
の
負
担
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
転
居
は
、
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
本
件

住
居
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
は
、
請
求
さ
れ
た
自
己
使
用
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
よ
り
も
優
先
す
る
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
、

と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
原
告

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
理
由
の
正
し
さ
を
想
定
し
た
と
き
に
も
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
比
較
衡
量
は
、
被
告
ら
が
、
被
告
ら
の
高
齢
、
健
康

状
態
、
お
よ
び
、
四
〇
年
の
使
用
賃
貸
借
期
間
に
か
ん
が
み
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
優
勢
な
利
益
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に

行
き
着
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
決
定
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、結
論
と
し
て
、「
原
告
の
本
件
控
訴
は
、成
果
へ
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、当
部
は
、詳
細
な
熟
慮
に
し
た
が
っ
て
・・・・

本
件
控
訴
を
口
頭
弁
論
な
し
に
決
定
に
よ
っ
て
棄
却
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
・
・
・
・
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
か
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
自
己
必

要
を
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
一
月
二
日
に
意
思
表
示
さ
れ
た
解
約
告
知
に
よ
っ
て
も
、
二
〇
〇
六
年
六
月
三
〇
日
に
意
思
表
示
さ
れ
た
解
約
告

知
に
よ
っ
て
も
・
・
・
・
有
効
に
終
了
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

原
告
の
側
に
は
、
事
実
の
観
点
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
自
己
必
要
と
い
う
形
態
に
お
い
て
、
本
件
解
約
告
知

に
つ
い
て
の
利
益
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
原
告
の
利
益
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
を
凌
駕
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」）

427
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
被
告
ら
の
高
齢
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
ほ
か
と
の
関
連
な
し
に
考
察
し
て
、
特
別
な
苛
酷
さ
の
受
入
れ
に
行
き
着
く

こ
と
は
な
い
。
同
じ
こ
と
は
・
・
・
・
被
告
ら
が
、
本
件
住
居
、
本
件
建
物
、
ま
た
は
、
そ
の
居
住
区
域
に
特
別
に
強
い
程
度
に
お
い
て
定
着
し
て

い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の
、
考
え
う
る
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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も
っ
と
も
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
病
気
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
行
き
着
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

確
か
に
、被
告
ら
の
健
康
状
態
が
転
居
に
よ
っ
て
重
大
に
変
化
す
る
こ
と
は
、十
分
に
証
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、特
別
な
程
度
に
お
い
て
、

被
告
（
妻
）
が
、
ま
さ
に
、
一
九
九
六
年
五
月
一
〇
日
付
の
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
生
活
保
障
庁
の
決
定
通
知
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
盲
目

で
頼
る
も
の
の
な
い
状
態
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
視
力
障
害
だ
け
で
少
な
く
と
も
六
〇
（
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
障
害
の
程
度
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
、
考

慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
九
年
七
月
三
一
日
付
の
医
師
の
紹
介
状
も
ま
た
、
診
断
と
し
て
、
部
分
的
に
委
縮
性
の
・
・
・
・

機
能
不
全
、
つ
ま
り
、
関
節
の
委
縮
の
結
果
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
目
の
脈
絡
膜
の
不
十
分
な
機
能
を
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
被4

告4

（4・

妻4

）4・

の
病
気
の
結
果
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な
環
境
に
お
い
て
被
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4・

妻4

）4・

を
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
可
能
で
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
は
、
十
分
に
証
明

さ
れ
て
い
た
。・
・
・
・
こ
れ
に
さ
ら
に
つ
け
加
え
て
、
賃
借
人
に
お
い
て
存
在
す
る
す
べ
て
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
を
全
部
評
価
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
ほ
か
と
の
関
連
な
し
に
考
察
す
る
と
き
に
苛
酷
さ
を
意
味
し
な
い
と
こ
ろ
の
理
由
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
四
〇
年
を
超
え
る
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
、
そ
れ
と
同
時
に
現
れ
る
両
方
の
被
告
の
定
着
、
お
よ
び
、
両
方
の
被
告

の
高
齢
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
告
（
妻
）
に
お
い
て
だ
け
苛
酷
さ
が
存
在
し
、
被
告
（
夫
）
に
お
い
て
苛
酷
さ
が
存
在
し
な
い

こ
と
は
、
無
害
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
複
数
の
賃
借
人
ら
に
お
い
て
、
当
該
解
約
告
知
が
ひ
と
り
の
賃
借
人
に
と
っ
て
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
場
合

に
十
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
被
告

4

4

・4・

一4

（4・

妻4

）4・

の
一
般
的
な
生
活
状
態
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

転
居
に
よ
っ
て
重
大
に
悪
化
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
本
件
住
居
の
取
戻

し
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
を
通
常
凌
駕
す
る
と
こ
ろ
の
特
に
重
大
な
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
そ
の
場
合
に
期
間

の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
果
を
と
も
な
っ
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
不
利
益
は
、
す
ぐ
近
く
に
存
在
す
る
代
替
住
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居
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
だ
け
で
も
取
り
除
か
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
、
被
告
ら
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
被
告
ら
が
自
分
自
身
の
所

帯
を
き
り
も
り
す
る
状
態
で
あ
る
限
り
、
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は
社
会
福
祉
施
設
に
収
容
さ
れ
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
原
告
の
側
か
ら
主
張
さ
れ
た
理
由
は
、
本
件
住
居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
原
告
の
優
勢
な
利
益
の
た
め
に
闘
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
当
部
は
、
原
告
が
、
本
件
住
居
の
所
有
者
と
し
て
、
被
告
ら
の
側
か
ら
の
使
用
賃
貸
借
と
い
う
利
用
に
よ
っ
て
、
原
告
の
所
有
権
に
お
い
て
少

な
か
ら
ず
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。（
し
か
し
、）
そ
の
社
会
的
な
意
義
に
お
い
て
重
大
で
あ
る
被
告
ら
の
住
居
使
用
賃
借
権
に
か
ん
が
み

て
、
本
件
の
個
別
的
な
事
案
に
お
い
て
、
現
在
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
利
益
に
対
す
る
所
有
権
と
い
う
利
益

の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
被
告
ら
の
利
益
に
、
原
告
の
利
益
に
対
す
る
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
資
金
的
な
負
担
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
自
体
と
し
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
優
勢
な
利
益
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
十
分
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・・・・

　

原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
家
族
の
狭
め
ら
れ
た
関
係
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
た
め
の
重
大
な
不
利
益
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
使

4

4

4

用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う

の
は
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
事
情
が
、
先
の
見
通
し
と
し
て
は
い
つ
存
在
し
な
く

な
る
の
か
と
い
う
点
は
、
不
確
か
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」）

428
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
よ
っ
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
病
気
（
特
に
、
被
告
（
妻
）
の
視
力
障
害
）
は
、
被
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告
ら
が
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
こ
と
、
②
被
告
（
妻
）
の
病
気
の
結
果
と
し
て
、
新
た
な
環
境
に
お
い

て
被
告
（
妻
）
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
可
能
で
な
い
こ
と
、
③
被
告
（
妻
）
の
一
般
的
な
生
活
状
態
は
、
転
居
に
よ
っ
て
重
大
に
悪
化
す

る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
④
原
告
（
賃
貸
人
）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
資
金
的
な
負
担
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
原
告
の
優
勢
な
利
益
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
⑤
原
告
の
家
族
の
狭
め
ら
れ
た
関
係
も
ま
た
、
被
告
ら
の
た
め
の
重
大
な
不
利
益
に
か
ん
が
み
て
、
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で

あ
る
。

　

第
一
〇
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑵
の
①
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
・
ミ
ッ
テ
区
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
判
決）

429
（

（
裁
判
例
【
40
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
区
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
本
件
住
居
を
彼
ら
の
現
在
三
五
歳
の
娘
の
た
め
に
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
の
原
告

（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、「
正
当
な
利
益
」
を
有
し
た
も
の
の
、
①
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
購
入
の
と
き
に
、

賃
貸
借
と
い
う
状
態
に
関
し
て
わ
か
っ
て
い
た
し
、
少
な
く
と
も
、
被
告
（
賃
借
人
）
が
す
で
に
一
九
八
〇
年
か
ら
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
②
原
告
ら
は
、
す
で
に
本
件
売
買
の
時
点
に
お
い
て
、
重
度
に
障
害
が
あ
る
と
格
付
け
さ
れ
、
州

の
健
康
・
社
会
福
祉
庁
の
援
助
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
の
被
告
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
③
も
っ
ぱ
ら

原
告
ら
の
娘
の
利
用
の
た
め
に
だ
け
あ
る
住
居
を
取
得
す
る
こ
と
が
原
告
ら
の
関
心
事
で
あ
っ
た
場
合
に
、
空
い
て
い
る
住
居
を
直
接
購
入
す
る
こ

と
は
、
原
告
ら
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
て
も
い
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
①
被
告
は
、
精
神
的
に
特
に
不
安
定
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で
あ
り
、す
で
に
、な
お
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、薬
に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
精
神
科
医
の
病
歴
を
経
験
ず
み
で
あ
り
、

そ
し
て
、
人
格
障
害
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
、
②
被
告
は
、
高
め
ら
れ
た
基
礎
と
な
る
自
殺
傾
向
を
も
ち
、
こ
の
自
殺
傾
向
が
い
つ
も
の
周
辺
の
地

域
か
ら
の
退
去
に
よ
っ
て
な
お
高
め
ら
れ
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯

定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
お
よ
び
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ル
ク
区
裁
判
所
二
〇
一
四
年
四
月
九

日
判
決）

430
（

（
裁
判
例
【
26
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
区
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、
重
要
な
「
正

当
な
利
益
」（
原
告
ら
の
子
供
ら
に
本
件
住
居
を
自
由
に
使
わ
せ
る
こ
と
）
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
①
原
告
ら
は
、
原
告
ら

の
現
在
お
よ
び
将
来
の
必
要
の
た
め
に
原
告
ら
に
よ
っ
て
不
適
当
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
居
住
関
係
を
、
も
と
も
と
は
よ
り
多
い
数
に
お
い
て
存
在

し
た
部
屋
の
統
合
に
よ
っ
て
自
分
自
身
で
作
り
出
し
た
こ
と
、
②
原
告
ら
は
、
本
件
建
物
の
取
得
の
時
点
に
お
い
て
も
、
原
告
ら
が
、
将
来
に
お
い

て
、
被
告
（
賃
借
人
）
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
だ
け
原
告
ら
の
住
居
を
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
被
告
の
重
大
な
健
康
上
の
侵
害

を
顧
慮
す
る
と
、
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
強
制
さ
れ
た
住
居
の
放
棄
の
場
合

に
被
告
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
精
神
的
な
結
果
は
、
当
該
結
果
が
被
告
の
自
殺
を
少
な
く
と
も
起
こ
り
う
る
も
の
と
思
わ
せ

て
お
き
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
被
告
の
精
神
病
の
入
院
治
療
の
必
要
性
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
に
重
大
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
う
え
、
多
発
性
硬
化
症

の
形
態
に
お
い
て
存
在
す
る
身
体
的
な
病
気
の
悪
化
も
ま
た
、排
除
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
三
・
四
号
（
二
〇
二
二
年
　
三
月
）

375

酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
二
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
お
よ
び
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
一
地
方
裁
判
所
二
〇
一
四
年
七
月

二
三
日
判
決）

431
（

（
裁
判
例
【
27
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
イ
タ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
る
が
、
一
四
年
前
に
か
か
っ

た
癌
の
病
気
の
結
果
と
し
て
、
規
則
的
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
た
め
に
診
察
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ

の
診
察
の
た
め
に
必
要
な
ホ
テ
ル
の
滞
在
に
よ
る
資
金
的
な
負
担
に
も
と
づ
い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
自
分
自
身
の
本
件
住
居
に
転
居
し
た
か
っ
た
も

の
の
、
①
原
告
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
の
棄
却
に
よ
っ
て
、
今
後
も
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
、
医
学
的
な
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
診
察
と
予
防
診
察
の

機
会
を
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、②
原
告
の
利
益
は
、結
局
、資
金
的
な
利
益
に
だ
け
関
係
し
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。

他
方
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
①
賃
借
人
が
、
賃
借
人
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
代
替
住
居
を
見
出
し
、
そ
こ
へ
転
居
す

る
状
態
で
は
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
賃
借
人
の
健
康
状
態
や
一
般
的
な
生
活
状
態
が
、
転
居
に
よ
っ
て
、
相
当
に
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
明
渡

し
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
が
存
在
す
る
こ
と
を
論
じ
た
う
え
で
、
②
被
告
（
賃
借
人
）・
一
は
、
精
神
的
外
傷
後
の
負
荷
障
害
、
再
発
す
る
抑
鬱
性

の
障
害
、
摂
食
障
害
、
な
ら
び
に
、
情
緒
的
に
不
安
定
な
人
格
障
害
が
あ
り
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
の
と
き
に
、
一
方
に
お
い
て
、
被
告
・
一
の
精

神
的
な
状
態
の
悪
化
に
至
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
他
方
に
お
い
て
、
わ
ず
か
で
は
な
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
被
告
・

一
の
差
し
迫
っ
た
自
殺
傾
向
に
至
り
う
る
と
い
う
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
本
件

住
居
の
明
渡
し
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
生
命
・
身
体
・
健
康
の
重
大
な
侵
害
を
意
味
し
た
こ
と
、
③
本
件
住
居
は
、
被
告
・
一
の
病
気
に
も
と
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づ
い
て
強
く
制
限
さ
れ
た
生
活
状
態
に
お
い
て
、
被
告
・
一
の
唯
一
の
安
定
性
の
あ
る
要
素
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
住
居
と
い
う
安
定
性
の
要
因

の
差
し
迫
っ
た
喪
失
は
、
被
告
・
一
に
つ
い
て
の
困
難
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
的
な
負
担
、
も
し
く
は
、
重
大
な
脅
威
で
あ
る
こ
と
、
④

明
渡
し
を
す
る
力
を
も
た
ら
す
た
め
に
被
告
・
一
を
強
制
的
に
病
院
に
収
容
す
る
こ
と
は
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
の
意
味

に
お
い
て
、
不
釣
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
三
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
お
よ
び
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
一
四
年
一
一
月

二
一
日
判
決）

432
（

（
裁
判
例
【
28
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効

で
あ
っ
た
も
の
の
、
①
原
告
・
一
が
彼
女
の
息
子
と
一
緒
に
本
件
建
物
に
入
居
す
る
こ
と
が
医
学
的
な
理
由
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
場
合
さ
え
も
、
原
告
・
一
は
、
こ
の
た
め
に
、
や
む
を
得
な
い
ほ
ど
、
被
告
に
賃
貸
さ
れ
た
本
件
建
物
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
息
子
と
共
同
の
賃
借
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
も
で
き
た
こ
と
、
②
原
告
・
一
の
利
用
の
利
益
は
、
所
有
物
と
し
て
の
本

件
建
物
の
利
用
に
つ
い
て
の
利
益
だ
け
で
あ
り
、
当
該
利
益
を
超
え
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
①
賃

借
人
が
、
賃
借
人
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
代
替
住
居
を
見
出
し
、
そ
こ
へ
転
居
す
る
状
態
で
は
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
賃
借

人
の
健
康
状
態
や
一
般
的
な
生
活
状
態
が
、
転
居
に
よ
っ
て
、
相
当
に
悪
化
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
い
事
案
が
存
在
し
、
そ

の
よ
う
な
事
情
も
ま
た
、「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
を
意
味
す
る
こ
と
を
論
じ
た
う
え
で
、
②
被
告
（
賃
借
人
）
の
一
五
歳
の
息
子
は
、
精
神

的
に
最
重
度
に
障
害
が
あ
り
、
盲
目
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
痙
攣
の
発
作
の
病
気
に
か
か
っ
て
お
り
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
確
実
に
、
住
居
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の
交
替
の
よ
う
な
変
化
は
、
被
告
の
息
子
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
高
い
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
被
告
の
息

子
の
死
亡
の
危
険
を
高
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
③
鑑
定
書
に
し
た
が
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
生
命
を
お
び
や
か

す
痙
攣
の
発
作
の
理
論
的
な
だ
け
で
は
な
い
可
能
性
で
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯

定
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
四
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
お
よ
び
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
五
年
五
月
七
日
判

決）
433
（

（
裁
判
例
【
29
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
に
お
い
て
、「
自
己
必
要
」
の
要
件
は
認
め
ら
れ
て
い
た
（
原

告
は
、
本
質
的
に
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
）
も
の
の
、
本
件
に
お
い
て
は
、
原
告
の
居
住
の
必
要
を
場

合
に
よ
っ
て
は
一
時
的
に
だ
け
で
も
他
の
方
法
で
満
た
す
こ
と
が
原
告
に
要
求
で
き
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
他
方
に
お
い
て
、地
方
裁
判
所
は
、

①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
相
当
な
身
体
的
な
侵
害
に
苦
し
ん
で
い
た
の
み
な
ら
ず
、
本
件
住
居
を
喪
失
す
る
場
合
に
は
、
根
拠
の
あ
る
自
殺
の
危
険

が
存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
の
身
体
的
・
精
神
的
な
状
態
は
明
渡
し
に
適
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
②
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
場

合
に
お
け
る
被
告
の
自
殺
の
危
険
の
現
実
化
は
、
圧
倒
的
に
蓋
然
性
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
は
、
被
告
に
と
っ
て
具

体
的
な
生
命
の
危
険
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
、
③
被
告
の
明
渡
し
を
す
る
力
そ
れ
自
体
を
積
極
的
に
回
復
さ
せ
る
こ

と
は
、
被
告
に
と
っ
て
可
能
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
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第
一
五
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
お
よ
び
二
の
１
の
⑴
の
②
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
一
五
年
七
月
八
日
判

決）
434
（

（
裁
判
例
【
30
】）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
住
居
を
原
告
（
賃
貸
人
）
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
成
人
し
た
息
子
に
自

由
に
使
用
さ
せ
る
と
い
う
原
告
の
願
望
は
、
原
告
の
所
有
権
の
権
能
の
行
使
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
正
当
な
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
重
要

な
利
益
を
意
味
し
た
も
の
の
、
①
鑑
定
人
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
に
お
い
て
、
明
渡
し
の
と
き
に
は
じ
め
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
す
で
に
明
渡
判

決
が
出
さ
れ
た
と
き
に
、
重
大
な
健
康
的
な
侵
害
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
確
か
に
確
定
し
た
こ
と
、
②
強
制
的
な
明
渡
し
が
実
行
さ
れ
る
と
き
に
は
、

鑑
定
人
の
見
地
か
ら
、
被
告
の
精
神
的
な
均
衡
の
完
全
な
喪
失
が
予
期
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
破
滅
は
、
鑑
定
人
の
見
地
か
ら
、
疑
い
も
な
く
、
予
見

で
き
な
い
短
絡
的
反
応
を
と
も
な
う
激
情
の
突
発
の
危
険
を
含
み
、
そ
の
よ
う
な
危
険
は
、
自
殺
行
為
ま
た
は
疑
似
自
殺
行
為
を
も
含
め
る
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
明
渡
判
決
の
言
渡
し
の
影
響
は
、
明
渡
し
に
よ
っ
て
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
賃
借
人

に
お
い
て
典
型
的
に
生
じ
る
と
こ
ろ
の
否
定
的
な
結
果
を
は
る
か
に
超
え
た
こ
と
、
③
鑑
定
人
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
明
渡
判
決
の
言
渡
し
を
も

っ
て
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
存
在
す
る
抑
鬱
症
の
総
体
的
症
候
の
硬
化
は
、
重
大
な
高
齢
の
抑
鬱
症
の
効
果
を
と
も
な
っ
て
、
よ

り
長
い
見
地
で
も
、
治
療
上
の
措
置
を
受
け
入
れ
や
す
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で

あ
る
。

　

以
上
、
生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
し
た
。
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※ 

Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
以
下
の
目
次
の
詳
細
は
、
連
載
を
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
367
）L

G
 M

annheim
 W

uM
 1970,61.

（
368
）L

G
 M

annheim
 W

uM
(F

n.367),S.61.

（
369
）L

G
 M

annheim
 W

uM
(F

n.367),S.61.

（
370
）A

G
 K

öln W
uM

 1977,29.

（
371
）A

G
 K

öln W
uM

(F
n.370),S.30.

（
372
）A

G
 K

öln W
uM

(F
n.370),S.30.

（
373
）A

G
 M

ünchen W
uM

 1989,378.

（
374
）A

G
 M

ünchen W
uM

(F
n.373),S.379.

（
375
）A

G
 M

ünchen W
uM

(F
n.373),S.378f.

（
376
）A

G
 M

ünchen W
uM

(F
n.373),S.379.

（
377
）L

G
 W

uppertal W
uM

 1989,386.

（
378
）L

G
 W

uppertal W
uM

(F
n.377),S.386.

（
379
）L

G
 W

uppertal W
uM

(F
n.377),S.386.

（
380
）L

G
 W

uppertal W
uM

(F
n.377),S.386.

（
381
）L

G
 W

uppertal W
uM

(F
n.377),S.386f.

（
382
）A

G
 M

ünchen N
JW

-R
R

 1990,911.

（
383
）A

G
 M

ünchen N
JW

-R
R

(F
n.382),S.911.

（
384
）A
G

 M
ünchen N

JW
-R

R
(F

n.382),S.911.



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
七
）

380

（
385
）A

G
 M

ünchen N
JW

-R
R

(F
n.382),S.911.

（
386
）L

G
 B

raunschw
eig W

uM
 1990,152.

（
387
）L

G
 B

raunschw
eig W

uM
(F

n.386),S.152.

（
388
）L

G
 B

raunschw
eig W

uM
(F

n.386),S.153.

（
389
）L

G
 B

raunschw
eig W

uM
(F

n.386),S.153.

（
390
）L

G
 B

onn W
uM

 1990,151.

（
391
）L

G
 B

onn W
uM

(F
n.390),S.151.

（
392
）L

G
 B

onn W
uM

(F
n.390),S.151f.

（
393
）L

G
 B

erlin G
E

 1992,153.

（
394
）L

G
 B

erlin G
E

(F
n.393),S.153.

（
395
）L

G
 B

erlin G
E

(F
n.393),S.153.

（
396
）L

G
 B

erlin G
E

(F
n.393),S.153.

（
397
）L

G
 A

urich W
uM

 1992,609.

（
398
）L

G
 A

urich W
uM

(F
n.397),S.609.

（
399
）L

G
 A

urich W
uM

(F
n.397),S.609.

（
400
）L

G
 A

urich W
uM

(F
n.397),S.610.

（
401
）L

G
 Stuttgart W

uM
 1993,46.

（
402
）L

G
 Stuttgart W

uM
(F

n.401),S.46.

（
403
）L

G
 Stuttgart W

uM
(F

n.401),S.46.

（
404
）A

G
 F

riedberg(H
essen) W

uM
 1993,675.

（
405
）A

G
 F

riedberg(H
essen) W

uM
(F

n.404),S.675.

（
406
）A

G
 F

riedberg(H
essen) W

uM
(F

n.404),S.675.

（
407
）L

G
 W

uppertal W
uM

 1995,654.
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（
408
）L

G
 W

uppertal W
uM

(F
n.407),S.655.

（
409
）L

G
 W

uppertal W
uM

(F
n.407),S.655.

（
410
）K

G
 G

E
 2004,752.

（
411
）K

G
 G

E
(F

n.410),S.752.

（
412
）K

G
 G

E
(F

n.410),S.752f.

（
413
）L

G
 A

achen W
uM

 2006,692.

（
414
）L

G
 A

achen W
uM

(F
n.413),S.693.

（
415
）L

G
 A

achen W
uM

(F
n.413),S.693.

（
416
）A

G
 M

iesbach W
uM

(F
n.40).

（
417
）A

G
 M

iesbach W
uM

(F
n.40),S.190.

（
418
）A

G
 M

iesbach W
uM

(F
n.40),S.190f.

（
419
）L

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.14).

（
420
）L

G
 K

oblenz W
uM

(F
n.171).

（
421
）L

G
 K

oblenz W
uM

(F
n.174).

（
422
）L

G
 O

ldenburg W
uM

(F
n.191).

（
423
）A

G
 K

öln W
uM

(F
n.290).

（
424
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

(F
n.329).

（
425
）A

G
 L

übeck W
uM

(F
n.319).

（
426
）L

G
 B

ochum
 Z

M
R

(F
n.55).

（
427
）L

G
 B

ochum
 Z

M
R

(F
n.55),S.453.

（
428
）L

G
 B

ochum
 Z

M
R

(F
n.55),S.454f.

（
429
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.300).

（
430
）A

G
 Schöneberg G

E
(F

n.58).
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（
431
）L

G
 M

ünchen I N
Z

M
(F

n.61).

（
432
）L

G
 L

übeck W
uM

(F
n.64).

（
433
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.67).

（
434
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.70).


